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図面リスト

表紙

工事区分表

配置図・案内図・計画概要

図面番号

特記仕様書ー1

特記仕様書ー2

特記仕様書ー3

特記仕様書ー4

Ａ-000

Ａ-001
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Ａ-007

Ａ-008
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Ａ-013

Ａ-015
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Ａ-017

Ａ-019

Ａ-020

Ａ-021

Ａ-022

Ａ-023

Ａ-025
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Ａ-027

Ａ-028

Ａ-029

Ａ-030

Ａ-031

Ａ-032

Ａ-033

Ａ-034

Ａ-040

Ａ-018

Ａ-024

図　面　名　

屋根伏図

ピット平面図

仕上表-1

仕上表-2

矩計図1-1

1階平面詳細図-4

図面番号 図　面　名　

Ａ-047

Ａ-048

Ａ-049

Ａ-050

Ａ-051

Ａ-052

Ａ-053

Ａ-054

Ａ-055

Ａ-056

建具表-2

建具表-1

1階 家具・サイン配置図

図面番号

構造特記仕様書

構造関係共通事項

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）

鉄骨構造標準図（1）

軸組図2

鉄骨詳細図1

Ｓ-001

Ｓ-002

Ｓ-003

Ｓ-004

Ｓ-005

Ｓ-006

Ｓ-007

Ｓ-008

Ｓ-009

Ｓ-010

Ｓ-011

Ｓ-012

Ｓ-013

Ｓ-014

Ｓ-015

Ｓ-016

Ｓ-017

図　面　名　

意　匠　図

軸組図1

鉄骨部材リスト

排水処理槽機械室構造図

構　造　図

建物求積図・建物面積表

2階平面図（小屋裏平面図）

家具図・サイン図

部分詳細図-1（共通）

Ａ-014

鉄骨構造標準図（2）

立面図-2

立面図-1

展開図-1

展開図-3

展開図-2

土質柱状図

１階床伏図

小屋伏図

T-001

部分詳細図-6（屋根）

敷地求積図・敷地面積表

１階天井伏図

厨房器具平面図（参考図）

特記仕様書ー5

特記仕様書ー6

厨房器具リスト-1（参考図）

厨房器具リスト-2（参考図）

厨房器具リスト-3（参考図）

1階建具配置図

2階建具配置図

Ａ-035

Ａ-036

Ａ-037

Ａ-038

断面図

断面詳細図1-1

断面詳細図1-2

Ａ-039 ２階天井伏図

1階平面詳細図-1

1階平面詳細図-2

1階平面詳細図-3

T-002

T-003

T-004

T-005

T-006

T-007

G-001

G-002

G-003

G-004

G-007

G-005

厨房家具図（参考図）

G-006

Ａ-041

展開図-4

Ａ-042

展開図-5

Ａ-043

展開図-6

Ａ-044

展開図-7

Ａ-046

矩計図1-2

各室求積図・各室面積表

外構図-2

仮設計画図

床排水金物詳細図-1

床排水金物詳細図-2

Ｓ-018

Ｓ-019

デッキ合成スラブ　設計・施工標準図

柱はり複合工法設計標準図

Ｓ-020

鉄骨詳細図2

鉄骨階段詳細図・雑配筋詳細図

1階平面図

展開図-8

基礎・ピット伏図

２階梁伏図

基礎・地中梁・ポスト・床リスト

Ｓ-021

Ｓ-022

Ｓ-023

Ｓ-024

Ｓ-025

部分詳細図-4（屋根）

部分詳細図-5（屋根）

厨房器具 特記仕様書

部分詳細図-8（天井）

外構図-3

厨房器具リスト-4（参考図）

Ａ-045

外構図-4

排水金物キープラン図

部分詳細図-9（内部建具）

外構図-1

部分詳細図-7（外壁）

外構図-5

外構図-6

外構図-7

厨房設備設置工事図

外構工事図

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（3）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（4）

露出型弾性固定柱脚工法 設計・施工標準図1

デッキ屋根設計・施工標準図

群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者

一級建築士　
第260191号

荻原正人 構造設計者

構造設計一級建築士
第9621号

貫井慎也担当設計者

一級建築士
第260191号

荻原正人一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

一級建築士
第342678号

図面リスト R07.03 A-001皆野町新・学校給食センター（仮称）建設工事
Ａ1版　ー
Ａ3版　ー



　・建設発生土仮置場　　　　　　※図示　・ 

３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所

令和　7　年　3月

※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。

4．工事範囲

工事範囲すべて

11

8

13

17

20

１．共通仕様

（建築工事編）（最新版）」（以下「標仕」という。）による。

2．特記仕様

　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、ともに適用する。

（２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

（１）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

（６）　 印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」の特定調達品目を示す。

・建築物解体工事共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　最新版）

・工事写真の撮り方（改訂第2版）建築編（建設大臣官房官庁営繕部監修）

２ 工事実績情報の登録 ※ 適用する （1.1.4）

・ 建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

   ※ 風速　V ＝（　　　　）m/s　　（平12建告第1454号第2）

   ※ 地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

３ 品質計画等

   ・ 積雪区分　平12建告第1455号　別表（　　）

（1.2.2）

４ 電気保安技術者 （1.3.3）

５ 施工条件

（1.3.5）

６ 発生材の処理等 ・構外搬出適切処理 （1.3.8）

８ 材料の品質等

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、JIS又

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

はJASのマーク表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）〜（６）の事項を満たすもの

　（４）法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（３）安定的な供給が可能であること

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等

品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品質性

能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あ

７ 環境への配慮

　　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティ

　　　　　が極めて少ないものとする。

　　　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上塗材及び壁紙は、ホルムアル

　　　　　デヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　のとし、次の（１）から（５）を満たすものとする。

　　本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するも

　　　　　い難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチル

　　　　　か、放散が極めて少ないものとする。

　　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンを放散させない

　　（５）（１）、（３）及び（４）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

　　　　　の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　また、設計図書に定める「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

　　規制対象外

③ 下記表示のあるJAS規格品

　ａ. 接着剤等不使用

　ｂ. 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｃ. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｄ. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｅ. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｆ. ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　第三種 ① JIS及びJASのF☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣

９ 特別な材料の工法

（1.5.2）10 技能士

　測定はパッシブ型採取機器により行う。

　 報告の様式等については、監督職員の指示による。

　 着工前の測定　　　※行わない　　　・行う

11 化学物質の濃度測定

スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度を測定し、報告する。

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

（1.5.9）

12 完成時の提出図書 （1.7.1〜3）（表1.7.1）

13 完成写真 次のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 

・

※100×125以上外部（　　）内部（　　）・カラー ※キャビネ版

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）・カラー四切木製パネル

・電子データ

　撮影業者は、建築完成写真撮影の実績がある者で、監督職員が承諾する者とする。

　電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出する。

14 設備工事との取合い 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

15 設計ＧＬ

１ 監督職員事務所 （2.3.1）

２ 工事用水

（2.3.1）

３ 工事用電力 構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

（2.3.1）

１ 埋戻し及び盛土 種別　　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・D種

　　　　・建設汚泥から再生した処理土

２ 建設発生土の処理 （3.2.5）

１ 既製コンクリート杭

　 地業

本　杭

杭の継手　　　建築基準法に基づく指定機関において性能評定を受けた無溶接継手を

施工法

　・特定埋込杭工法

種類　　※遠心力高強度プレストレストコンクリートくい（PHC杭）

杭長（m）及び種別

試験杭

 杭径（mm) 備 考セット数継手数

（4.3.2）

（4.3.7）

（4.3.2）

（4.3.6）

（4.3.3〜5）

１ 鉄筋

種類の記号

・SD345

・SD295A

呼び名（mm)

（5.2.1）（表5.2.1）

３ 鉄筋の継手及び定着 継手方法等　 （5.3.4）（5.4.1）（5.5.1）

４ 鉄筋のかぶり厚さ 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは目地底から算定する。

・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

施工箇所

・柱、梁、壁及び庇等の外気に接する打放し面

・

（5.3.5）（表5.3.6）

５ 既製コンクリート杭

　 の杭頭補強

補強種別　　・A形　　　・B形　　　※図示 （別-1.1）

６ 最上階柱頭補強 ※図示 （別-2.1）

７ 帯筋 （別-2.2）

８ 壁開口部の補強 一般壁　　・A形　　※B形　　・図示

耐震壁　　※図示

（別-4.2）（別-表4.3§4）

９ 梁貫通孔の補強 補強形式　　※H形　　・MH形　　・M形 （別-7.1）（別-表7.1〜3）

10 機械吊上げ用フック ・Ａ種（　　）箇所　　・Ｂ種（　　）箇所　　・Ｃ種（　　）箇所 （別-7.3）

抜取試験　　※超音波探傷試験　　　・引張試験11 圧接完了後の試験 （5.4.9）

（４）特記事項に記載の（別-　  ． ）は、標仕の「別図　各部配筋」の当該項目又は当該表を示す。

② 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣

標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

※500万画素以上

（3.2.3）（表3.2.1）

　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中掘り拡大根固め工法

　　・平13国交告第1113号第6による支持力算定式でα=250程度を採用できる工法

　　杭周固定液　　・使用する    ・使用しない

　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　　　　・リバース工法

　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張り　・行う　・行わない）

孔壁測定　　・行う（　　　　　　　　　　　　）　・行わない

　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　）

セメントの種類　　高炉セメントＢ種

コンクリートの種別及び設計基準強度

２ 場所打ち

　 コンクリート杭地業

鉄筋の種類　　　　５章鉄筋工事１鉄筋による

掘削工法　　・アースドリル工法（・安定液使用　・無水掘削）

（4.5.3）（表4.5.1）

（4.5.3）

（4.5.4§5）

（4.5.4§5）

３ 砂利地業 （4.6.2）材料　　※再生クラッシャラン　　　・切込砂利及び切込砕石

４ 床下防湿層 施工箇所　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

（4.6.5）

１ 適用基準等

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書

3

2

4

5

6

7

9

10

12

14

15

16

18

19

・構内指定場所に堆積　　　　　　・構内指定場所に敷均し

・構外搬出適切処理  

分類・規格 撮影箇所数 提出部数  原板の大きさ（mm)

※保全に関する資料　提出部数　※２部　　・　　部

※施工図　　　　　　提出部数　※１部　　・　　部

※施工計画書　　　　提出部数　※１部　　・　　部

※完成図　　　　　　提出部数　※各２部　・　　部（A3版、A1版及び電子媒体（CD-R））

標仕表5.3.6の値に加える寸法（mm)

内装工事

塗装工事

建具工事

左官工事

金属工事

木工事

石工事

防水工事

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

地業工事

仮設工事

土工事

ユニット及びその他の工事

カーテンウォール工事

屋根及びとい工事

コンクリートブロック・ALCパネル
・押出成形セメント板工事

タイル工事

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

とする。

らかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。

　　（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散

　　　　　ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

植栽工事

内装工事

塗装工事

・ボード仕上げ工事作業    ・壁装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上げ作業

・造園工事作業

・建築塗装作業

建具工事

屋根及びとい工事

タイル工事

金属工事

左官工事

木工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

・鉄筋組立作業

・型枠工事作業    ・コンクリート圧送工事作業

・コンクリートブロック工事作業   

・石張り作業

・大工工事作業

・鋼製下地工事作業    ・内外装板金作業　

・タイル張り作業

・左官作業

・構造物鉄工作業    ・とび作業

カーテンウォール工事

適用工事種別

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

技能検定作業

コンクリートブロック

・内外装板金作業    ・スレート工事作業　

・ビル用サッシ工事作業    ・ガラス工事作業

・金属製カーテンウォール工事作業    ・ビル用サッシ施工作業

舗装工事 ・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

排水工事 ・建築配管作業

・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業　・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・FRP防水工事作業

・エーエルシーパネル工事作業
・押出成形セメント板工事

仮設工事 ・とび作業

　　・平13国交告第1113号第6による支持力算定式でα=（　　）、β=（　　）、γ=（　　）

　　　を採用できる工法

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　・ 要　　　・ 不要

　　　　　　　使用してもよい。

（4.5.3）

化学物質を放散させる建築材料等 （1.4.1）

ホルムアルデヒド放散量 該当する材料

　 認定品

　　  放散しない材料使用

　　  放散しない塗料使用

 　 　放散しない塗料等使用

　 認定品

（1.4.2）

外部（　　）内部（　　）・カラー半切木製パネル

外観正面　 （※1 ・ 　 ）

寸法及び継手

鉄筋の種類

・

・

部　位 継手方法

柱、梁の主筋

その他の鉄筋（　　　　　）

※ガス圧接　　・機械式継手

鉄筋の重ね継手の長さ　

　※鉄筋の重ね継手の長さは、建築基準法施行令第73条による。（図示）

鉄筋の定着長さ　

　※鉄筋の定着長さは、建築基準法施行令第73条による。（図示）

（5.3.4）

配筋種別　　※図示

　 すべて今回工事範囲とする。

・ALCパネル

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

２ 溶接金網 網目の形状、寸法等　 （5.2.2）

鉄線の径又は呼び名（mm） 規　格

※150×150

・

※6.0

・

網目の形状、寸法等（縦×横）（mm）

JIS G 3551による

（5.3.4）

5

4

3

2

１

Ⅱ　建築工事仕様

Ⅰ　工事概要

設計図

仕 様 書

章 項　　目 特　　記　　事　　項

一

般

共

通

事

項

仮

設

工

事

土

工

事

地

業

工

事

鉄

筋

工

事

　（　　　）種、かつ、（　　　）N/m㎡ 以上

0

・「３．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。ただし、その他の工事種目は

　　（３）接着剤はフタル酸ジ−n−ブチル及びフタル酸ジ−2−エチルヘキシルを含有しな

① JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

呼び名（mm)

（３）特記事項に記載の（　 ．  ． ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（５）特記事項に記載の（別2- 　． ）は、標仕の「別図2　ボルト間隔等及び溶接継手の開先形状」の当該項目を示す。

　 測定対象室　　　　・図示

　 測定箇所数　　　　・図示　　　　　・

※2　・ 

※5　・ 

※2　・ 

※2　・ 

※2　・ 

※図示　　　・ 

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

杭頭の処理　　※切断しない　　　・ 

先端部形状　　※開放形　　　　・閉そく平たん形　　　・ 

※D16以下　・ 

※D19以上　・ 

※10　　・ 

組立の形の種別　　※H形（(ロ)は除く）　　　・ 

　　　　　　・ 

　・工事用車両の駐車場所　　　　※図示　・ 

　・資機材置場　　　　　　　　　※図示　・ 

　・概成工期　　　　　　　　　　※図示　・ 監督職員と協議の上、決定すること。

　　　　・ 

※重ね継手　　・ 

　・ 

　・ 

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・本設計図書における質疑事項は、工事契約前に質疑応答書をもって確認するものとし、

5．質疑に関する協議等

　工事契約後の数量等の異議については、基本的に受け付けないものとする。

・設計図書、内訳書等に記載が無くとも意匠上、構造上、設備上、当然必要と思われる

　軽微な工事に関しては監督職員の指示に従い、請負金額の範囲内で施工するものとする。

（増減対象外）

　　　　　　・図示

・

・

・

監督職員と協議の上、決定すること。

監督職員と協議の上、決定すること。

監督職員と協議の上、決定すること。

６ ３０

※
構
造
図
仕
様
書
に
よ
る

令和7年度　
皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事

1.建物

埼玉県秩父郡皆野町大字皆野字新井2076-4、2076-5

2,404.65 ｍ2

※上記提出物の様式、部数については、監督職員の指示による

※定例会議等の打合せの出来る室を用意すること。

３ 水替え 基礎及び地業工事施工中に湧水が認められた場合は、速やかに揚水ポンプ等により

適宜、排水をすること。

※周辺主要部のレベル測量を実施後、監督職員の承諾を受けること。

※
構
造
図
仕
様
書
に
よ
る

24

30

・野菜、肉魚下処理室、煮炊き調理室、アレルギー食調理室、職員休憩室

各室１ヶ所

計５室

※上記のほか「24.室内化学物質対策について」の項による。

主要用途：工場（学校給食共同調理場）650食対応

（１）学校給食センター S造、２階建て 新築１棟

延べ面積

建築面積

962.95

929.71

m2

m2

主要用途：物置

（２）プロパン庫 Ãfl⁄ Ãfi造、平屋建て 新築１棟

延べ面積

建築面積

9.72

9.72

m2

m2

主要用途：物置

（４）駐輪場 ±Ÿ–∆≥—合金造、平屋建て 新築１棟

延べ面積

建築面積

5.39

5.39

m2

m2

主要用途：物置

（５）排水処理槽機械室 RC造、平屋建て 新築１棟

延べ面積

建築面積

17.82

17.82

m2

m2

主要用途：物置

（６）ゴミ物置(南）

±Ÿ–∆≥—合金造、平屋建て

新築１棟

延べ面積

建築面積

3.47

3.47

m2

m2

主要用途：物置

（３）ゴミ物置(北）

Ãfl⁄ Ãfi造、平屋建て

新築１棟

延べ面積

建築面積

2.00

2.00

m2

m2

一級建築士　
第260191号

荻原正人

特記仕様書-1 A-002
Ａ1版　ー

Ａ3版　ー
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事
一級建築士　
第260191号

荻原正人総括設計者



ブロックの種類　　※空洞ブロック16　・空洞ブロック16−W （8.2.2）１ 補強コンクリート

　 ブロック造

３ ＡＬＣパネル

・衛生配管用裏積みブロック

・塀

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

2m以下

2mを超える

・100

・120

・150

（8.3.2）２ コンクリートブロック

　 帳壁及び塀

ブロックの種類　　※標仕表8.3.1及び下表による

４ 押出成形セメント板

　 （ECP）

（8.5.2〜4）（表8.5.1§2）

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

・屋根パネル

・床パネル

種　類 単位荷重（N/㎡) 取付け工法種別

※Ｆ種

・100　・150・2350　・3530

・980

・1180　・1960

厚さ（mm)

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

※外壁工事が冬期施工時期にかかる場合は、凍害対策として外壁材に凍結防止剤を検討すること。

・外壁パネル

・間仕切パネル

※Ｆ　　・Ｆ−Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ−Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ−Ｒ

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

種　類 表面形状 工法種別厚さ（mm) 幅（mm)

耐火性能　　・あり（　　　　　）　　・なし

（8.4.2〜5）（表8.4.2〜4）

（7.2.2）

１ 鉄骨製作工場 鉄骨製作工場の加工能力

　・監督職員の承諾する工場

　　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」

　　に定める（　　    ）グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力の

　　　　　　・図示（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

　※建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

※適用する　　・適用しない３ 施工管理技術者

４ 鋼材 鋼材の材質等

種類の記号 規格等適 用 箇 所

９ 溶接接合

５ 高力ボルト

（7.1.3）

（7.1.3§4）

（7.2.1）（表7.2.1）（7.2.4）

１ アスファルト防水

施工箇所種　別

　　　　　　　　　　

立上り部の保護材

・Ａ−１　・Ａ−２　・Aー３

・ＢⅠ−１　・ＢⅠ−２　・ＢⅠ−３

・Ｂ−１　・Ｂ−２　・B−３

・ＡⅠ−１　・ＡⅠ−２　・ＡⅠ−３

アスファルトの種類　　※3種　　　・4種 

断熱工法の断熱材

２ 改質アスファルト

　 シート防水 施工箇所

３ 合成高分子系

　 ルーフィング

　 シート防水

仕上塗料塗り 使用分類施工箇所

※非歩行

種　別

・S−M1

・S−F2

種　別 厚さ（mm)

（9.2.2§3）（表9.2.3〜9）

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.3.2〜4）（表9.3.1〜３）

（9.4.2§3）（表9.4.1）

・S−M2

・S−M3

４ 塗膜防水

※適用する　・適用しない

　・シルバー　・カラー

仕上塗料塗り

防水層の種別

備　考施工箇所種　別

・X−1

・Y−2

・X−2

Y−2工法の保護シート

（9.5.2§3）（表9.5.1§2）

　標準的な曲がり（小口、標準、二丁、びょうぶ）の役物は一体成形とする

　タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

形状寸法
（mm） あり 特注標準なし

うわぐすり 役物 色

（11.2.1）

備考再生材の
適用　

３ あと張り工法

躯体表面の処理　　・行わない　　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

　内装タイル　　※壁タイル接着剤張り　　・改良積上げ張り

下地モルタル塗り　※標仕15.2.2〜15.2.5

　躯体表面の処理方法　MCR工法又は目荒し工法（6章コンクリート工事9項による）

適用タイル タイル型枠先付け面のせき板

・小口タイル

・二丁掛けタイル

大形タイル

　金属製タイル先付け用パネル

・

※標仕6.9.3［材料］（b）（2）又は

４ 型枠先付け工法

種　別

※タイルシート法

１ タイル タイルの種類

２ 張付け用材料 ・既製調合モルタル

有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種 （11.2.3）

（11.3.3）（表11.3.2）

（11.2.1）

　外装タイル　　※密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り

施工箇所

保水率
（％）

単位容積質量

（ kg/ｌ） 標準時 温冷繰返し後

長さ変化率
（％）

曲げ強さ
（N/m㎡)

接着強さ（N/m㎡)

７ シーリング

施工箇所 シーリング材の種類（記号)

シーリング材の種類　　※下表以外は、標仕表9.6.1による （9.7.2）（表9.7.1）

１ 石材 天然石

施工箇所 種　類 産地・名称 厚さ（mm) 表面仕上げの種類

（10.2.1）（表10.2.1§2）

（10.2.1）（表10.2.2）

２ 壁の石張り工法 外壁石張り

　工法

　石裏面処理　　　・行う（・小口共）

　裏打ち処理　　　・行う

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・乾式工法

内壁石張り

　工法

　・乾式工法

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

床石張りの裏面処理　　　・行う

階段石張りの裏面処理　　・行う

３ 床及び階段の石張り

　形状・寸法　　※図示

（10.3.2§3）（10.5.2§3）

（10.4.2§3）（10.5.2§3）

（10.6.2）

（10.6.3）

　※トルシア形高力ボルト

（7.6.11）（表7.6.2〜4）

（7.9.2〜7）

（7.10.3）（表7.10.1）

（7.10.3）（表7.10.2）

10 溶接部の試験

節

・

13 耐火被覆

・耐火材

　吹付け

・湿式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・乾式吹付けロックウール

・ラス張りモルタル塗り

種　別

・耐火板張り

　  及び埋込み工法

14 アンカーボルトの保持

　・建方用アンカーボルト　（・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種）

種別

15 柱底均しモルタルの

所要性能及び適用箇所

無収縮性

塩化物量

付着強度

試験方法

コンシステンシー

ブリーディング

配合比

無収縮モルタルの品質及び試験方法

砂

セメント

（各重量比）　（セメント＋混和材）：砂＝1：1

（社）土木学会「コンクリート標準示方書」に定められた品質を

凝結時間

圧縮強度

混和材
によって膨張する性質を利用するもの）とする。

セメント系（酸化カルシウム、カルシウムサルファルミネート等

JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通又は早強ポル

トランドセメントとする。

　　　の9.6塩化物含有量の試験方法による。

（１）日本道路公団規格 JHS 312-1999（無収縮モルタル品質

　　　管理試験方法）による。

種別　　※Ａ種　　　・Ｂ種

無収縮モルタルの材料及び調合

厚さ（mm)適用箇所

・

・

　工場溶接の場合　AOQL（％）　※4.0　・2.5

0.30kg/㎥ 以下

材齢7日　　収縮しないこと

凝結開始時間　　1時間以上

終結時間　　　　10時間以内

練混ぜ2時間後のブリーディング率　2.0％以下

　練混ぜ完了から3分以内の値 　8±2秒

Jロートによる流下時間

・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

70.0以上 1.80程度 0.60以上 0.40以上 0.20以下 4.0以上

有するもので、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

　　ある工場

適用箇所　　※柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部

２ 入熱、パス間温度の

　 溶接条件

　裏打ち処理　　　・行う

鋼製エンドタブの切除する部分　　※図示

ボルトの区分

　・JIS形高力ボルト

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

（7.6.7）

（7.6.7）

超音波探傷試験　　※行う　　・行わない

　工事現場溶接の場合　AOQL（％）　※4.0　・2.5

・ ・ ・

・・・

※すべて

※第6水準

マクロ試験（エンドタブ使用）　　※行わない　　・行う

放射線透過試験　　　　　　　　　※行わない　　・行う

検査水準

種別等

・耐火材巻付け

・

耐火被覆面への錆止め塗装　　・行わない　　・行う（適用箇所：　　　　　　　　　）　　

　  工法 （7.2.9）

（表7.2.6）

パネルの種類等

外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合並びにパネルと他部材との取合い部の目地幅（mm）

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・適用する

（8.4.3）

（8.4.3）

パネルの種類等

防水層の種別

　・れんが　　　※JIS R 1250によるもの

防水層の種別

防水層の種別

・ASI−J1（常温粘着工法）

厚さ（mm)

防水層の種別

テラゾ

屋内のワックス掛け　　　・行う （10.1.5）

あり なし

耐凍害性吸水率

ⅢⅠ Ⅱ無ゆう施ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

（11.2.3）

壁タイル張りの工法

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

型枠先付けの種類

・目地桝法

・桟木法

　・構造用アンカーボルト　（※図示　　　・　　 　　　　　）

　性能

建物躯体（建物内土間コンクリートを含む）

適用箇所

１ コンクリートの強度

・24

・18

設計基準強度Fc（N/m㎡ ）

（6.1.4）

２ レディーミクスト

　 コンクリートの類別

類別　　※Ⅰ類　　・Ⅱ類 （6.1.5）（6.4.1§2）（表6.1.1）

３ スランプ スランプ （6.2.3）

　352 J/g以下、かつ、28日目で402 J/g以下のものとする。ただし、無筋コンクリートに

　　普通ポルトランドセメントは、JIS R 5210に示された規定のほか、水和熱が7日目で

５ セメント （6.3.2）（6.13.2）（6.16.2）（表6.3.1）

６ 骨材 細骨材及び混合細骨材 （6.3.3）

７ 混和材料 種類　　　　　　　　※混和剤　　・混和材 （6.3.5）

８ 無筋コンクリート 設計基準強度等 （6.14.1〜3）

９ コンクリート躯体 外装タイルあと張り面の躯体表面の処理

　※施工範囲は図示による。

　 表面の処理

10 断熱材兼用型枠 適用及び適用箇所は、19章内装工事10断熱材による。

　・フェロニッケルスラグ細骨材　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

　　MCR工法を行う場合は、せき板面にMCR工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕上

　　目荒し工法（高圧水洗）を行う場合は、水圧50N/mm 以上、かつ、2.5分/m 以上とし、

　り面凹凸状態とする。

　施工計画書を監督に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員に承諾を

・高炉セメントＢ種

※普通ポルトランドセメント

適用箇所種　類

　又は混合セメントのＡ種

1FLより下部（立上り部含む）

下記以外のすべて

セメントの種類

　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

　・高炉セメントＢ種　　（捨コンクリート）

　用いる場合を除く。

普通コンクリートの設計基準強度

セメントの種類

（6.9.3§4）

（15.2.4）

（6.9.4）

軽量コンクリートの設計基準強度等

適用箇所

・21

・

設計基準強度Fc（N/m㎡ ） 気乾単位容積質量（t/m ） 種　別

・1種　・2種

・1種　・2種

適用箇所

※18

・15

スランプ（cm)

（6.1.4）（6.11.1）（表6.11.1）（6.11.3）

工作物のスランプ　15又は18cm

・フライアッシュセメントＢ種

４ コンクリートの仕上り 部材の位置及び断面寸法の許容差 （6.2.5）（表6.2.2）

　※標仕表6.2.2による

　・　　　　　　　　　（適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　）

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ （6.2.5）（表6.2.3）（6.9.3）

適用箇所種　別

仕上りの平たんさ （6.2.5）（表6.2.4）（6.6.6）

　※標仕表6.2.4による

　・　　　　　　　　　（適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　）

　・銅スラグ細骨材　　　　　　　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

　・電気炉酸化スラグ細骨材　　　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

（6.3.3）

（6.3.3）

（6.4.8）

粗骨材の最大寸法
（mm）

種　類

※普通コンクリート

・軽量コンクリート

設計基準強度
（N/m㎡ ）

※18

・

スランプ
（cm）

適用箇所

※15又は18

・

※25

・20

すべり係数試験

　※行わない　　・行う　（試験方法等：　　　　　　　　　　　　）

（7.3.2）（別2-1.1〜1.3）

（7.4.2）

６ 溶融亜鉛めっき

　 高力ボルト

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 （7.2.2）（7.3.2）（別2-1.1〜1.3）

摩擦面の処理

　※ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）

　・りん酸塩処理

（7.12.4）

　　　すべり耐力等の確認方法　　※すべり耐力試験方法等　　・図示

７ 普通ボルト ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 （7.2.3）（7.3.2）（別2-1.1〜1.3）

８ 鉄骨工作仮組 ・行う　　・行わない （7.3.10）

（7.6.11）

（7.6.11）

（7.6.4）（別.2-3.1〜3.4）

11 スタッド 呼び名等

呼び名 適用箇所呼び長さ（mm)　（頭付きスタッド

　   JIS B 1198） ・16

・19

・22

12 錆止め塗装 耐火被覆材の接着する面の塗装

　・行う（※JIS K 5622　・　　　　　）　　※行わない

（7.8.3）

種　類

屋根保護防水

屋根保護防水

屋内防水
・Ｅ−１　・Ｅ−２

・ＤI−１　・ＤI−２

（保護層は図示による）

（9.2.2）

　　　　　　　　・市販品のれんが又は市販品のれんが形コンクリートブロック（見え隠れ部分）

６ ケイ酸質系塗布防水 （9.6.1~4）（表9.6.1~2）

接着性試験　　※簡易接着性試験 （9.7.5）

　　　　　　　・引張接着性試験（部位：　　　　　　　　　　　）

・

(　　)㎡ 当たり1箇所

備考防水種別

・C−U P

X−1

・平場部脱気型

※消火水槽ピット（平面、立上り）

・立上り部脱気型

施工箇所

工程
下地処理
スーパー塗布(0.6~0.8kg/m2)
プレミックス(0.7~1.0kg/m2)

・Œflÿ¥¡⁄›樹脂　・ABS樹脂

・Ω√›⁄Ω鋼　・鋳鉄

・合成∫fi—　・塩化Àfi∆Ÿ樹脂

・Ω√›⁄Ω鋼　・銅
(　　)㎡ 当たり1箇所

（11.3.3）

（15.2.2〜5）

　・コンクリート

（11.2.2）（11.4.2）（表11.4.1）

6 7 8 10

11

9

コ

ン

ク

リ

Ⅰ

ト

工

事

鉄

骨

工

事

防

水

工

事

コ

ン

ク

リ

Ⅰ

ト

ブ

ロ

ッ

ク

・

Ａ

Ｌ

Ｃ

パ

ネ

ル

・

押

出

成

形

セ

メ

ン

ト

板

工

事

石

工

事

タ

イ

ル

工

事

3

高

さ

2 2

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

砕石及び砕砂のアルカリシリカ反応性による区分　　※A　・B

混和材料の使用量　　※標仕6.4.8(a)§(b)§(c)による

（２）塩化物量は、JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）

材齢3日　　25.0 N/m㎡ 以上

材齢28日 　45.0 N/m㎡ 以上

材齢28日 　 3.0 N/m㎡ 以上

　※20　 ・ 

・シルバー　・カラー

・シルバー　・カラー

※100　・50　

※100　・　

※100　・　

　※鉄骨溶接基準図による　　・　

※JISによる　・　

開先の形状　　※鉄骨溶接基準図による　・　

　・乾式保護材　※押出成形セメント板（厚さ15mm）　　・　

※地下外壁防水　　・　

※屋内防水　　　　・　

　種石の種類　　※大理石　　　　・　

　表面仕上げ　　※本磨き　　　　・　

　ドレンパイプ　　※ステンレスSUS304　　・　

　石裏面処理　　　・行う（・小口共）

・AS−T1（トーチ工法）

・S−F1 ※1.2　・　

※2.0　・　

※1.5　・　

※1.5　・　

※1.2　・　

・Y−1

　受ける。

　コンクリートの増打ち厚さ　　※20mm　　・　

　　　　　　　　　　・　

砂利及び砂のアルカリシリカ反応性による区分　　　※A　・B

スカラップの形状　　※鉄骨溶接基準図による　・　

　※押出法ポリスチレンフォーム3種bスキン層付き 　　厚さ（mm）　※25　・　

　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 厚さ（mm）　・　

　※（別2-1.1〜1.3）による　　・　

　※（別2-1.1〜1.3）による　　・　

　※（別2-1.1〜1.3）による　　・　

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

※JISによる　・　

※JISによる　・　

※JISによる　・　

※JISによる　・　

※Ｆ　　・Ｆ−Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ−Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ−Ｒ

Ｇ

Ｇ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（　　　　　　　　　　　　）

・AS−T2（トーチ工法）

・AS−T3（トーチ工法）

・AS−T4（トーチ工法）

・AS−J1（常温粘着工法）

・ASI−T1（トーチ工法）

・21

屋根露出防水 ・Ｄ−１　・Ｄ−２　・Ｄ−３　・Ｄ−４

脱気装置の種類等５ 脱気装置 （9.2.3）（9.5.3）

・

設置数量種　類防水種別

D−1
※ルーフィング類製造所

　の仕様による

※ルーフィング類製造所の

材　質

・

※ルーフィング類製造所

　の仕様による

・

　仕様による
D−2

・C−U I

・床パネルの耐火性能（・1時間　・2時間 ）

※
構
造
図
仕
様
書
に
よ
る

※
構
造
図
仕
様
書
に
よ
る

玄関床 100角 Àfl±Ø¬±OX
同等

サッシ等の取合い 変成シリコーン（2成分形）系

※タイル目地は防カビ仕様とすること。

スロープ
腰壁 45丁掛

ポリサルファイド（2成分形）系躯体

※ 常温積層改質アスファルト防水2層工法ＮＣＡ-503ＴＣ同等

甲板 御影石 中国産

本磨き150×25

※屋外機械基礎

玄関巾木 御影石 中国産 本磨き75×25

階段 100角 Àfl±Ø¬±OX
同等

120×25 本磨き

土間

一般部

TFB-R

BCR295

※使用箇所の詳細は構造図による

STKR400

STK400

母屋、垂木、胴縁

SS400 柱、母屋、垂木、胴縁以外

柱、母屋、垂木、胴縁以外

柱、母屋、垂木、胴縁以外

柱

SSC400

図面による

一級建築士　
第260191号

荻原正人

特記仕様書-2 A-003
Ａ1版　ー

Ａ3版　ー
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事
一級建築士　
第260191号

荻原正人総括設計者



　・行う（補強箇所　　※図示　　　補強方法　　※図示）

１ 見本の製作等 ・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） （16.1.4）

　屋内建具

網戸

　形式　　　　　　※外部可動式　・固定式

４ 鋼製建具

３ アルミニウム製建具

　外部に面する建具

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種

・ ・ ・100

種　別 耐風圧性 水密性 施工箇所

※図示※Ａ−3Ｓ−４

　Ａ−４

※Ｗ−4

Ｓ−５

　Ｗ−５Ｓ−６ 　100

※70

枠見込み（mm)

表面処理

（16.2.2）（表16.2.1）

（16.2.3）

（16.4.2）（表16.4.1）

気密性

　防虫網の材種　　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

５ 鋼製軽量建具

外部に面する建具の耐風圧性の適用は建具表による

（16.5.2）

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

曲げ加工　　　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

９ 自動ドア開閉装置

（16.6.4）

（16.6.5）

６ ステンレス製建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

外部に面する建具の耐風圧性の適用は建具表による

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

センサーの種類ドアの種類

※スライデイングドア

・スイングドア

・マットスイッチ　　※光線（反射）スイッチ

・熱線スイッチ　　　※非接触スイッチ

・光電スイッチ　　　・電波スイッチ

10 自閉式上吊り引戸装置

７ 木製建具

ふすまの上張り

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　）　　

　　　　・製造所標準仕様による

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　・鳥の子

（16.10.3）（表16.10.1）

（16.7.2）

（表16.7.3）

（16.7.2）

性能　　※標仕表16.9.1による

建物内部の木製建具に使用する表面材（合板）及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　　・第三種

鍵 （16.8.4）８ 建具用金物

14 ガラス

11 重量シャッター

（16.14.2）

（16.14.2）（表9.7.1）

13 オーバーヘッドドア （16.13.2§3）

12 軽量シャッター （16.12.2）（表16.12.1）

（16.12.3）

（16.12.4）

（表16.12.2）

（16.11.2）

（16.11.2）（表16.11.1）

（16.14.3）

（16.11.2）

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

ステンレス製 ※シーリング材

※シーリング材　・ガスケット（FIX部はシーリング材）

※シーリング材

張り面 性能値名　称 種　類

・

※ガラス飛散防止フィルム ※内張り　・外張り 飛散防止率　D1第2種

   品質   JIS A 5759による

　JASS 17 ガラス工事「納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を監督職員

　　標仕16.13.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

板ガラスの種類、厚さ等は建具表による

・ガラスブロック

防火認定

・あり

※なし

表面形状

・長方形

呼び寸法（mm) 厚さ（mm) 色　調

※クリア ・熱線反射

ガラス留め材

　防火戸のガラス留め材は、防火戸が建築基準法に基づき定められ又は認定を受けた条件による。

材　種建具の種類

鋼製及び鋼製軽量

アルミニウム製

開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用）

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない　　

危害防止機構　　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　

耐風圧性能      （             ）N/㎡

・一般重量シャッター

シャッターの種類

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

耐風圧性能（　　　　　）N/㎡

耐風圧性能（　　　　　）N/㎡

・ファイバーグラスタイプ

・アルミニウムタイプ

※スチールタイプ

・電動式

※バランス式

・チェーン式

・バーチカル形

・ハイリフト形

※溶融亜鉛めっき鋼板

・ステンレス鋼板

・スタンダード形

・ローヘッド形

　（SUS304）

セクション材料 開閉方式 収納形式 ガイドレールの材質

耐風圧性能　　（　　　　　）N/㎡

（16.9.2§3）（表16.9.1〜3）

・正方形 ・ ・

スラット　材質　※JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　　形状　※インターロッキング形　　　・オーバーラッピング形

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

　に提出する。

（16.14.5）

２ 防犯建物部品 ・適用する（適用箇所は建具表による） （16.1.6）

　防音ドアセット、防音サッシ　　・適用する　遮音性の等級（　　）

　断熱ドアセット、断熱サッシ　　・適用する　断熱性の等級（　　）

　耐震ドアセット　　　　　　　　・適用する　面内変形追随性の等級（　　）

　マスターキー　　※製作する　・製作しない

　種類　・SSLD-1　・SSLD-2

　　　　・DSLD-1　・DSLD-2

　種類　・SWD-1　 ・SWD-2

・タッチスイッチ　　・押しボタンスイッチ

・ペダルスイッチ　　・多機能便所スイッチ

　　　　・製造所標準仕様による

（16.10.2）材料　　※SUS304、アルミニウム製等防錆性能を有するもの

　　　　　　　  

ガラス用フィルム

                  又はJIS G 3318（塗装溶融亜鉛-５％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）

１ ステンレスの表面

　 仕上げ

２ アルミニウム及び

３ 鉄鋼の亜鉛めっき

　 アルミニウム合金

　 の表面処理

※HL程度

・鏡面

・

下記以外の見え掛りすべて

種　類

種　別

・

表面処理方法

・B−1種（無着色）

施工箇所

施工箇所

種　別

・Ａ種

溶融亜鉛めっき ・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

電気亜鉛めっき

・B−2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（14.2.1）

（14.2.2）（表14.2.1）

（14.2.3）（表14.2.2）

７ アルミニウム製笠木

・

（　　　　）

種　類 表面処理

※Ａ-1又は

　Ｂ-1種

・Ｂ-2種

・100形

・300形

・250形

・330形

コーナー部、突当り部等の役

固定間隔 備　考

※固定方法及び

　間隔は製造所

　の仕様よる。

物は本体製造所の仕様による。

６ 金属成形板張り

表面処理形　状 製　法 材　種 寸法（mm) 厚さ（mm)

・パネル形

・

・Ｂ-2種（　　）

※プレス

・ロール

・押出し・スパンドレル形 ※アルミニウム製

・

・Ｂ-1種

・

（14.6.2）（表14.2.1）

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

（14.7.2）（表14.2.1）（表14.7.1）

最小呼称肉厚（mm)

８ 手すり及びタラップ

タラップ

・鋼

※ステンレスSUS304

手すり

・鋼

種　類 材料の種別 表面処理

※ステンレスSUS304

（14.2.1）（14.8.2§3）（表14.2.2）

１ モルタル塗り 吸水調整材

　　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

　防水剤の種類は建築用のモルタルに用いるセメント防水剤とする。（JIS A 1404による試験）

　　安定性、膨張性のひび割れ及びそりがないこと。（JIS R 5201の試験9）

セメント重量

混合割合 曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比

　 直均し仕上げ

２ 床コンクリート

始発　１時間以上の５％以下

下表以外は標仕表6.2.５及び標仕15.3.2による

95％以下

終結　10時間以内

JIS R 5201の試験８において 70％以上 80％以下

施工箇所 備　考

塗料塗りの場合も含む

３mにつき７以下

１mにつき10以下

平たんさ（mm)

（15.2.2）

（15.2.2）

（表6.2.５）（15.3.1§2）

４ 仕上塗材仕上げ

・薄付け仕上塗材

種　類 呼び名 仕上げの形状等

（15.5.2）（表15.5.1）

・防水形外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ ・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

・内装薄塗材Ｅ ・砂壁状じゅらく

・外装薄塗材Ｅ ・砂壁状　・着色骨材砂壁状

・外装薄塗材Ｓ 砂壁状　

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓi

・複層塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｗ

・可とう形複層塗材ＣＥ

※複層塗材ＲＥ

・複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＣＥ

・複層仕上塗材

・京壁状じゅらく　

上塗材

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

　※屋内の壁、天井の仕上材は防火材料とする。

防火材料の指定

・防水形複層塗材ＲＳ

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材仕上塗材 砂壁状

防水形の増塗材　※行う

平たん状

・防水形複層塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓi

・可とう形外装薄塗材Ｓi

・

・

・内装薄塗材Ｃ ・

・

・

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｓi

・防水形複層塗材ＲＥ

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた仕上塗材のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　　・第三種

・No.2B程度

1.6

1.8

2.0

表示値±1.0以内 0.98以上 50以下30分間で1以下

全固形分（％) 吸水量（g) 接着強度（N/m㎡) 界面破断率（％)

凝結時間

４ 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類

　屋外（・19形　※25形）　屋内（※19形　・25形）

屋外の軒天井、ピロティ天井等

（14.6.3）

・フリーアクセスフロア（パネル構法）範囲

・フリーアクセスフロア（溝構法）範囲

　水圧を1時間

　かける）

・

　性能

　　　　　　　　・鋼板

１ 木材

（12.2.1）（表12.2.1）

寸法（mm)

３ 接着剤

（12.2.2）

（12.2.6）

現場搬入時の木材の含水率　　　　※Ａ種　・Ｂ種

代用樹種を使用しない箇所　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

保存処理木材　　　　　　　　　　・使用する（使用箇所：　　　　　　　　　  ）

２ 集成材等

※2種

・3種

施工箇所 強度等級 材面の品質

※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂（以下「ユリア樹脂等」と

　いう）又はホルムアルデヒド系防腐剤を用いた接着剤のホルムアルデヒド放散量

４ 防腐、防蟻処理

防蟻処理      ・行う（※図示   ・屋外で使用する木材 ）

防腐、防蟻処理剤の種類及び品質

　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

　※規制対象外　　・第三種

５ 床張り用合板及び

図示

（壁、天井）

広葉樹 ・１等 ※２等

合板のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種 （12.2.1）

１ 長尺金属板葺

２ 折板葺

３ とい

板厚（mm)

・横茸

屋根葺形式 長尺金属板の種類

・

・特殊冠合式

・はぜ締め形

形　式

　鋼板及び鋼帯（CGLCCR−20−AZ150）

（13.2.2§3）（表13.2.1）

（13.3.2§3）（表13.2.1）

といの掃除口　　※あり（図示）　　・なし

鋼管製といの防露巻き

といの材種      ※配管用鋼管 （13.5.2）（表13.5.1）

（13.5.2§3）（表13.5.4§5）

　防露材のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　  ・第三種

※塗装溶融55％アル

　　　　　　　・硬質塩化ビニル管（・VP ・RF-VP　　）

※塗装溶融55％アルミニウム−亜鉛合金めっき

・

※0.4

・1種

（12.2.1）

（12.2.1）（表12.2.3）

集成材及び単板積層材のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

（12.3.1）

（12.3.1）

・心木なし瓦棒茸

・立平茸

・

※重ね形

軒先面戸板 断熱材 耐火性能形状（mm) 材料（規格等)

　ミニウム−亜鉛合金

　めっき鋼板及び鋼帯

　(CGLCCR-20-AZ150）
※0.6(内皮）
※0.8(外皮）

※あり

・なし

※あり

　種別

※30分

・なし

（グラスウール10kg）

（　 ）mm

・なし

　厚さ

ルーフドレン

・ろく屋根用（・たて形　・横形）

種　別

・バルコニー中継用

・バルコニー用

施工箇所

  （    ）時間

　防火性能

（13.5.2）（表13.5.2）

表面仕上げの程度　　　　　　　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

造作材の材面の品質の基準　　　　※Ａ種　・Ｂ種

（12.1.4）（表12.1.1）

（12.2.1）

（12.2.1）（表12.2.2）

構造用集成材 （12.2.2）

品　名 接着性能 樹種名

・使用環境Ｂ

・使用環境Ｃ

・使用環境Ａ

寸法（mm)施工箇所

構造用単板積層材 （12.2.2）

接着性能 樹種名

・使用環境２

・使用環境１

曲げ性能

寸法（mm)施工箇所

造作用集成材 （12.2.2）

樹種名 見付け材面の品質

※1等　・2等

寸法（mm)施工箇所

化粧ばり造作用集成材 （12.2.2）

心材の樹種名 化粧薄板の
厚さ（mm)

化粧薄板の
樹種名

見付け材面の
品質

※1等　・2等

寸法（mm)施工箇所

単板積層材 （12.2.2）

表面の品質 防虫処理

・する

・しない

※天然木化粧加工

・塗装加工

・化粧加工しない

（・1等・2等・3等）

（12.3.1）

　 その他の合板

普通合板 （12.2.1）（19.7.2）

（床）

施工箇所
厚さ

（mm）
接着の
程度 板面の品質

表板の
樹種名

・ラワン

・しな

・1類

・2類

※1類

・2類 針葉樹 ※Ｃ-Ｄ

防虫処理

・する

・しない

・する

・しない

その他の
処理

難燃処理

・防炎処理

・難燃処理

12.0 ※Ｃ-Ｄ

構造用合板 （12.2.1）

（床）

施工箇所 厚さ
（mm）

接着の程度 板面の品質表板の
樹種名

・特類

※１類 ・

防虫処理

・する

・しない

・3.2 難燃処理

天然木化粧合板 （19.7.2）

（壁、天井）

施工箇所 化粧板の
樹種名

・１類

・２類 ・防炎処理

防虫処理

・する

・しない

その他の処理接着の程度厚さ
（mm）

・なら

・しおじ※4.2

・6.0

※4.0 難燃処理

特殊加工化粧合板 （19.7.2）

（壁、天井）

施工箇所 化粧加工
の方法

・１類

・２類 ・防炎処理

防虫処理

・する

・しない

その他の
処理

厚さ
（mm）

・オーバー

　レイ・

接着の
程度

等級

・１級

※２級

・プリント

・塗装

加工面表面性能

・表面

・両面

　※行う　（施工箇所　※標仕表13.5.5による　・　　　　　　　　　　　　　）

天井下地材における耐震性を考慮した補強

（14.4.2）（表14.4.1）

（14.4.3§4）

（14.4.4）

５ 軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーの種類　　　　　　※標仕表14.5.1による　・図示

スタッドの高さが5mを超える場合　　　※図示

（14.5.3）（表14.5.1）

（表14.5.1）

床目地　　　　・設ける（工法　※押し目地　・　　　　　　　　　　　　）

既製目地材　　※適用しない　・適用する

　 塗り

３ セルフレベリング材 （15.4.2）（表15.4.1）

・せっこう系 （施工箇所及び厚さ　 ※仕上表による　・図示　・　　　　　）

・セメント系 （施工箇所及び厚さ　 ※仕上表による　・図示　・　　　　　）

仕上塗材の種類、仕上げの形状等

５ ロックウール吹付け ロックウールのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　　※規制対象外　・第三種

（15.8.2）

（15.8.2）

（15.7.3）

性能等級等

　外部に面する建具

　　※B−1種　・B−2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（16.2.4）（表14.2.1）

　　※C−1種　・C−2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（16.4.2）（表16.2.1）

（16.6.2）（表16.4.1）

（16.6.2）（表16.2.1）

鍵箱 （16.8.4）

　市販品

　形式　　・30組用　・60組用　・120組用

（16.8.3）

（16.11.2）

・乳白色 ・カラー(　　)

（15.2.2）

（15.2.5）

性　能

12 13

14

16

15

木

工

事

屋

根

及

び

と

い

工

事

金

属

工

事

建

具

工

事

左

官

工

事

防腐処理　　※行う（※標仕12.2.8（C）による　　・図示　）

・F

・FW

・W

・SW

（294.0 kPaの

※研磨なし　・　

亜鉛めっき　内外部　※Ｃ種　・ 

　　　　　　内部　※Ｅ種　　・ 

亜鉛めっき　外部　※Ｃ種　　・ 

※HL程度　・鏡面程度　　　 ・ 

表面仕上げ　　※HL　　・鏡面　　・ 

・小粒　・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸模様

　溶媒　※水系　 ・溶剤系

　樹脂　※セラミックフッ素樹脂系　・ 

耐候性　※1種　・ 

　　　　　　　・ 

　　　　　　　・ 構造材及び下地材の品質の基準　　※標仕12.2.1(b)(4)による　・ 

　野縁受、吊りボルト、インサートの間隔及び周辺部からの距離　　※図示　・ 

　野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※図示　・ 

　耐風圧性を考慮した補強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※図示　・ 

吹付け厚さ（mm）　　※図示　・25　・ 

Ｇ

Ｇ

Ｇ

※1等　・2等

本体屋根

板厚

山高(90）

山ピッチ(500）

施工箇所

・図面による

・図面による

・図面による

屋根葺工法　　特殊嵌合式ハゼ折板（元旦：G-160断熱工法同等）

高圧木毛セメント板t20、ゴムアスルーフィングt1.0mm下葺材料　　　

屋根葺工法　　特殊嵌合式瓦棒葺き（元旦：スフインクスルーフ２型同等）

・

最小板厚 4.5 以上

最小板厚 3.2 以上

最小板厚 1.6 以上

　※屋内天井ふところが 1.5ｍ以上の部位は縦横間隔 1.8ｍ程度にコ-19×10×1.2mm以上を用いて

　　吊りボルトの振れ止め補強を行う。

建具枠など 桧上小節（集成材可） 図示

カラーステンレス

図示

※図示

※図示

※図示

カラーＧＬ鋼板ｔ0.4

ポリエチレンフォームｔ4.0裏貼り

0.45

※特記を除く木部造作材は桧上小節（集成材可）とする

400形

コーナー、笠木 たも 30たも

・デッキスラブ下断熱用　t25

・近赤外線距離限定反射式・抗菌仕様／ナブコ　OAH-100K同等

乳白色ガラスフィルム

・3M／スコッチティント同等

カラーＧＬ鋼板ｔ0.6

・図面による

(三方枠）

　　　　　　　・ アルミ（バンドレス型）

ピットタラップ

一級建築士　
第260191号

荻原正人

特記仕様書-3 A-004
Ａ1版　ー

Ａ3版　ー
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事
一級建築士　
第260191号

荻原正人総括設計者



８ せっこうボード、

　 その他ボード及び

GB-F

GB-L

GB-S

（19.7.2）（表19.7.1）

DR

0.8FK

HW

NW

GB-D

MDF

HB

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

パーティクルボード及びMDFのホルムアルデヒド放散量 

　※規制対象外　　・第三種

　※適用する　　　・適用しない

５ フローリング張り （19.5.2〜6）（表19.5.1§2）

種　類 樹　種
大きさ

（mm） 緩衝材 工　法

※合成樹脂

・なら ・

・

　発泡シート

※なら

・

・

６ 畳敷き

下地の種類 畳の種別

・ポリスチレンフォーム床下地

７ ポリスチレンフォーム

　 床下地材

・標仕表12.5.1による床組　

畳下地　　　　　　　　厚さ（mm）　※40　・65　・80　（不燃）

フローリング類下地　　厚さ（mm）　※80　・95　　　　（不燃）

（19.6.2）（表19.6.1）

　畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

GB-R

GB-NC

タイプ2（無石綿）

※フラットタイプ（※9（不燃）・12　・　　）

・凹凸タイプ（※12（不燃）・15 ・19 ・　　）

12.5（不燃）

9.5（不燃） 　　　　　　化粧なし（下地張り用） 

　　　　　　化粧あり（トラバーチン模様）

・9.5（準不燃） ※12.5（不燃） ・15.0（不燃）

9.5

・12.5（不燃）　・15.0（不燃）

JIS K 6903による　厚さ3、1.2

12.5（不燃）幅440mm程度

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

・素地MDF（RS）

・無研磨板（VN）　・研磨板（VS）

・メラミン樹脂化粧板

・ミディアムデンシティ

・単板張り

・ハードボード（素地）

・シージングせっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード（木目）

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・ロックウール化粧吸音板

・けい酸カルシウム板

種　類 JISの記号 厚さ（mm）、規格等

　ファイバーボード

（19.7.2）（表9.7.1）

　パーティクルボード

HF・硬質木片セメント板

・化粧MDF（・DV　・DO　・DC）

　 合板張り

１ 接着剤

　壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等又はホルムアルデヒド系防腐剤を用いた接着剤の

※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

工法　　※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）

２ ビニル床シート、 （19.2.2）

（19.2.3）

種　類 色　柄 特殊機能

※発泡層のないもの

・

・発泡層のあるもの

※無地

※柄物 ・

※2.5

厚さ（mm)

（19.2.2）

３ カーペット敷き

・∂Øƒ§Ÿ∞Ãfl併用

・Ÿ∞Ãfl fl≤Ÿ

・∂Øƒ fl≤Ÿ・Ａ種

・Ｂ種

パイル形状種　別

ビニル幅木 （19.2.2）

（19.3.3）（表19.3.1）

・柄物

備　考色柄等

※無地

タフテッドカーペット

工　　法

・グリッパー工法

パイル長さ（mm)

（19.3.3§4）（表19.3.2）

・Ｃ種

織じゅうたん

・ループパイル

タイルカーペット （19.3.3§4）

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑   ・防滑）

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑   ・防滑）

・防滑仕上げ

※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

種　別 仕上げの種類

パイル形状

・カットパイル

・レベルループパイル

※ループパイル

・カットパイル

・カット、ループ併用

パイル形状

※全面接着工法

種　類

※第一種

・第二種

総厚さ（mm)寸法（mm)

　※規制対象外　　・第三種

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

備　考

備　考

４ 合成樹脂塗床

・弾性ウレタン塗床材

・エポキシ樹脂塗床材

（19.4.2§3）（表19.4.1〜7）

（19.4.2）

※500×500

・

※6.5

・

　 ウォール

１ メタルカーテン

（9.6.2）（17.2.2）（表9.6.1）

　・小型パネル組合せ方式 （・ノックダウン方式　　・ユニット方式）

　・パネル方式

シーリング材及びガラス取付け材料

ガラス

石、タイル

ガラス  ガラス

  金属

構造用ガスケット　※適用しない

　　　　　　　　　・適用する

断熱材　　　　　　※適用しない　

アルミニウムの表面処理

・着色塗膜 塗装材料（　　　　　　　　　）焼付け方法（　　　）コート（　　　）ベーク

無着色

耐風圧性能

　　　　　　　　　・製作所標準製作規定寸法許容差による

・Ａ−１種　　・Ｂ−１種

・Ａ−２種　　・Ｂ−２種

製品の寸法許容差　※標仕表17.2.1による

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び平成12年建設省告示第1454号に定められた風圧

　下記以外は標仕表9.6.1による

主成分による区分記　号 耐久性による区分
被着体の組合せ

種　別 色彩等

　　　　　・正圧（　　　）N/㎡ 以上及び負圧（　　　）N/㎡ 以上に対して安全であること。

・

※アルミニウム製

・

カーテンウォール方式

　・スパンドレル方式

　・方立方式

　・バックマリオン方式 （・単純2辺支持構法　・SSG構法）

※標仕16.2.3のアルミニウム製建具の材料による

規格等種　類

カーテンウォール材料の種類 （17.2.2）

（17.2.2）

（17.2.2）

（17.2.3）（表17.2.1）

（17.2.3）（表14.2.1）

（17.1.3）

　主要部材のたわみ

・

※部材の破損、残留変形及び

　有害な変形が起こらないこと

耐震性能

建物の構造種別 層間変位量（h＝支点間距離) 変位後の状態

　鉄筋コンクリート造

　鉄骨鉄筋コンクリート造

・

・

※部材の脱落、ガラスの破損及び主要

　部材に有害な歪みが起こらないこと

耐火性能　※適用しない

映像調整　※行わない　・行う（建具表による）

　鉄骨造

製作所　　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

　※4m以下　

　・4mを超える

※±（1/100）×h以上　

※±（1/200）×h以上　

　　　、かつ、絶対量20mm以下

たわみ量 状　態

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.1.3）

２ PCカーテンウォール コンクリートの種類及び品質

コンクリートの種類 設計基準強度（Fc)

取付け用金物の表面処理（鉄鋼の亜鉛めっき）及び材質

　・下表による。ただし、下表以外は標仕17.3.2による。

　※標仕17.3.2による

所要スランプ（cm)

（17.3.2）

（14.2.3）（表14.2.2）

レベル調整ボルト

PC版打込み取付けボルト

取付けボルト

PC版打込み金物

・ ・

※Ａ種　　・　

※Ａ種　　・　

※ステンレスボルト

※Ａ種　　・　

金物種類及び部位 内　部 外　部

　上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

シーリング材料

主成分による区分

シーリング材の種類
施工箇所

記　号 耐久性による区分

断熱材　　　　　　※適用しない

表面仕上げ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

カーテンウォール板間目地

耐風圧性能

耐火材料

施工部位 種　別 規格等

・パネル目地部

・層間ふさぎ

・取付けブラケット

・ファスナー部

　　　　　　　　　・製作所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

二次ファスナー

製品の寸法許容差　※標仕表17.3.1による

　下記以外は標仕表9.6.1による　

　　　　　　　　　・適用する

　　　　　・正圧（　　　）N/㎡ 以上及び負圧（　　　）N/㎡ 以上に対して安全であること。

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び平成12年建設省告示第1454号に定められた風圧

（9.6.2）（17.3.2）（表9.6.1）

（17.3.3）（表17.3.1）

（17.1.3）

耐震性能

※部材の損傷及び破損脱落が起こらな

　ガラス等の破損が起こらないこと

　シーリングは補修程度の損傷である

（17.1.3）

１ 材料

２ 素地ごしらえ 亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえの種別

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量 （18.1.3）

（18.2.4）（表18.2.3）（表18.3.4）

せっこうボード面及びその他ボード面の素地ごしらえの種別

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合及び鋼製建具等

Ａ種、Ｃ種以外

アクリルシリコン樹脂エナメル塗りの場合

Ｃ種

Ｂ種

Ａ種

種　別 施工部位及び塗料種別

２液形ポリウレタンエナメル塗り、常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗り、

（18.2.7）（表18.2.7）

　種別　　・Ａ種　・Ｂ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４ 防塵用塗料塗り

３ 床用塗料塗り

　シーリングは補修程度の損傷である

シーリング材の種類

材質　　　　水性アクリル系樹脂塗料（：ABC商会/カラートップAU水性VOC 同等以上）

仕上種別　　コーティング（ローラーばけ塗り）

塗布量　　　主剤２回塗りとし、総塗布量は0.25kg/㎡ 以上とする。

仕上種別　　※平滑仕上げ　　　・防滑仕上げ

材質　　　　ウレタン樹脂系塗料（※標準色　・　　　　　）

塗布量　　　※プライマー塗りのうえ主剤２回塗りとし、総塗布量は0.5kg/㎡ 以上とする

　　　　　　力に対して安全であること。

　　　　　　力に対して安全であること。

　こと

　　　　　　　　　　　種類（　　　） 厚さ（　　　）mm

　　　　　　　　　・適用する

（17.1.3）

　　　　　・適用する

　　　　　　　（　　　）時間

耐火目地材　　　　・適用する （17.3.2）

　　　　　　　　　　　種類（　　　） 厚さ（　　　）mm

　いこと

建物の構造種別 層間変位量（h＝支点間距離) 変位後の状態

　鉄筋コンクリート造

　鉄骨鉄筋コンクリート造

・

・

　鉄骨造 ※±（1/100）×h以上　

※±（1/200）×h以上　

　　　　　　　　　　　施工箇所　※図示　・　

（17.3.2）

　こと

防火材料　　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

　　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（施工箇所：　　　　　　　　　　）

（18.1.3）

 （内装工事全般）

ホルムアルデヒド放散量

　 ビニル床タイル及び

　 ゴム床タイル張り

ビニル床シート及びビニル床タイルの特殊機能

　帯電防止　　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上〜3.2未満

　　　　　　　　又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 〜10  Ω程度

　耐動荷重　　JIS A 1454による、へこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、摩耗性試験、

　　　　　　　層間はく離強度試験（発泡層のあるビニル床シートのみ）及びキャスター性試験

　　　　　　　等の試験後、異常がないこと

ビニル床シート

記号 施工箇所

・

・無地

・マーブル柄

※NC

・

・

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

種　類 色柄 特殊機能

・∫›ŒflºfiºÆ›

・Œ”ºfi∆±ΩÀfi∆Ÿ床¿≤Ÿ

※無地

※無地

・

※2.0

厚さ（mm)

（19.2.2）ビニル床タイル

記号 施工箇所

・

・

・柄物

CT

CTS

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

　Àfi∆Ÿ床¿≤Ÿ(半硬質)

・∫›ŒflºfiºÆ›

　Àfi∆Ÿ床¿≤Ÿ(軟質)

・置敷きÀfi∆Ÿ床¿≤Ÿ

HT

HTL

※無地

・

※無地

・

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

※2.0

・

※2.0

・

寸法（mm)

・450×450

・300×300

・450×450

・300×300

・450×450

・300×300

・

・500×500

ゴム床タイル

　色柄　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　寸法　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

（19.2.2）

　（標準品）

織り方

・±∑Ω–›Ω¿∞∂∞ÕflØƒ

・¿fiÃfiŸÃ™∞Ω∂∞ÕflØƒ

・≥®Ÿƒ›∂∞ÕflØƒ

帯電性

　3kV以下

※人体帯電圧

・

・カット、ループ併用 ・

帯電性

　3kV以下

※人体帯電圧

・

ニードルパンチカーペット （19.3.3）

　備考

帯電性

　以下(Ãÿ∞±∏æΩÃ€±

※人体帯電圧3kV

　敷設範囲)

・

見切り、押え金物　　・適用する（材質、形状等　　※図示　・　　　　　　） （19.3.3）

施工箇所

単層フローリング

・フローリング

　ボード

根太張用

直張用

直張用

直張用

※なら

・

厚さ
（mm）

※15

・

※15

・

・8

・

長さ　500以上

※303×303

・

・

※合成樹脂

　発泡シート

※合成樹脂

　発泡シート

・

・釘留め工法

・接着工法

・接着工法

接着工法

・モルタル

　埋込み工法

・フローリング

　ブロック

・モザイク

　パーケット

　単層フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種

（19.5.2§3§5§6）（表19.5.3§4）

種　類 樹　種 種別又は
大きさ（mm)

工　法

天然木化粧複合フローリング

・複合1種

・複合2種

根太張用

直張用

※ひのき

・

・Ａ種

・Ｂ種

厚さ　8以上

幅　　75以上

・釘留め工法

・接着工法

　複合フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・第三種

・複合3種

防湿処理
又は緩衝材

・防湿処理を行う

※合成樹脂発泡シート

・

仕上げ塗装　　・塗装品　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　種類　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

（19.5.6）

　　　　　　　　　　　　　・オイルステインのうえワックス塗り

　　　　　　　　　　　　　・生地のままワックス塗り

せっこうボード及びその他ボードの厚さ、規格等

1.0FK

・ロックウール吸音ボード1号

・∏fi◊Ω≥∞Ÿ吸音Œfi∞ƒfi2号32K

RW-B

GW-B

NF・普通木片セメント板

・化粧パーティクルボード ・単板オーバーレイ（DV）

・Ãfl◊Ω¡Ø∏µ∞ fi∞⁄≤（DO）　・塗装（DC）

HB ・内装用化粧（DI）　・外装用化粧（DE）

・2.5　・3.5　・5　・7

・ハードボード（化粧）

IB A級二次加工品（・天井仕上　・内装仕上　・　 ）・インシュレーションボード

（19.7.2）

天井及び壁に使用する合板は、12章木工事5床張り用合板及びその他の合板による。 （19.7.2）

合板類の張付け　　・Ａ種　※Ｂ種 （19.7.3）（表19.7.3）

※Ｃ種

長さ　900以上

　　　　　　　・無塗装品（・塗装する　施工箇所：　　　　　　　　　　　　　）

（19.2.2）（19.3.3）（19.5.5§6）（19.7.2）（19.8.2）（19.9.2）17

18

19

カ

Ⅰ

テ

ン

ウ

ォ

Ⅰ

ル

工

事

塗

装

工

事

内

装

工

事

7 10

支点間距離（h)

※±（1/150）×h　

・Ａ種（ノンフロンのもの）

※５〜７　・

※４〜６　・

※４　　　・

※Ｂ種　　・ 

※Ｃ種　　・ 

・15　・20　・25　・ 

・25　・ 

・15　・20　・25　・ 

・30　・ 

・12　・15　・18　・21　・ 

・10　・12　・15　・18　・ 

・6　・8　・ 

・3　・7　・9　・12　・ 

・2.5　・3.5　・5　・7

・9　・12　・15　・18

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm　・ 

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm　・ 

　厚さ（mm）　　・ 

　帯電性　　　　※人体帯電圧3kV以下　・ 

　厚さ（mm）　　・3.0　・4.5　・6.0　・9.0

　高さ（mm）　　 ※60　 ・75　・100

　材質　　　　　　※軟質　・硬質

※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　・　

気密性　　・Ａ−３　　・Ａ−４　　・　

鉄筋の種類　　※SD295A　　・　

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　 ※Ａ種　　・　

　設計用震度　　水平方向（K　）　※1.0　　・　

　　　　　　　　垂直方向（K　）　※0.5　　・　

H

　設計用震度　　水平方向（K　）　※1.0　　・　

　　　　　　　　垂直方向（K　）　※0.5　　・　

H

V

　　　　　　　　　　　施工箇所　※図示　・　

　　　　　　　　　　　施工箇所　※図示　・　　

　　　　　　　　　　　施工箇所　※図示　・　

水密性　　・Ｗ−４　　・Ｗ−５　　・　

　　　　　　　施工箇所　※図示　・　

　※規制対象外　　・第三種

　※規制対象外　　・第三種

建物内部に使用する塗料の材質　　・水性系　・　

　　　　　　　・　

　厚さ（mm）　　 ※2.0　・ 

※薄膜流し展べ仕上げ

　タイルカーペットの敷き方　　平場　　　　※市松敷き　・模様流し　・　

　　　　　　　　　　　　　　　階段部分　　※模様流し　・市松敷き　・　

幅　※75　・　

・25（ガラスクロス包）　・50（ガラスクロス包）　

・10（難燃）　・12（難燃）　・　

・未研磨板（RN）　・研磨板（RS）

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

５ 塗装凡例

※標準色 ※2.5 防滑,抗菌,耐薬品※図示

※図示

・特殊防滑性あり

2.0

・330

※単板2㎜以上、クッション材付直貼りタイプ

・水性硬質ウレタン系塗り床：ABC商会/タフクリートMH（ｔ6,ｔ9）同等以上

・製造所の標準仕様による

・特殊防滑性ビニル床シートｔ2.5：ABC商会/アルトロセーフティフロアD-25 同等以上
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第260191号
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方　向 タイプ 防水性能耐火性能

・垂直方向

・水平方向

目地材

※完全（全貫通型）スリット　

シーリング材（見え掛りのみ）

・耐火型

・非耐火型

・あり

・なし

シーリング材（内外共）

目地寸法（mm）

27 耐震スリット

29 止水板（消火水槽）

寸法

製造所

形式　　・据置き式　　・壁張り式　　・差込み式

31 旗竿受金物

34 門扉

32 車止め支柱

耐火性能　　　　　　　　・あり（　　　　）　・なし

防水型　　　　　　　　　※外部　適用する　　※内部　適用しない

　  ・ジョイント金物

28 エキスパンション

30 旗竿

目　地 内　壁 外　壁

・

材　質 形　式 地上高さ（m) 操作方法 固定方法 製造所

※アルミニウム合金製 ※テーパー型 ・6 ※ハンドル式 ・埋込み式

・同一断面型 ・8 ・ロープ式 ・ベース式

・10

・12

・バンド式

形　式 材　種 柱径・肉厚（mm) 高さ（mm) 備　考

・上下式鎖内蔵型 ・ステンレス製 ・GL＋700

・　 ・　 ・　　・標準品

　・スプリング式

・　

・四国化成同等品

種類　　※コンクリートブロック製（市販品）　・花こう石類（文字記号等入り）35 敷地境界石標

設置方法

　　根切り底を突き締めたうえ、厚さ60mmの砂利地業を行い、コンクリートで根巻きして

　建て込む。建込みは監督職員の立会いのもと行う。

コンクリートの調合　　（容積比）セメント１：砂２：砂利４程度

３ 移動間仕切

遮音性能 表面材 表面仕上げ

・一般タイプ

・

・

※鋼板

※鋼板

４ トイレブース 表面仕上げ材

５ 階段滑り止め

　表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事9壁紙張りによる。

厚さ（mm)

６ 階段手すり

※集成材

取付箇所

７ 黒板及び

　 ホワイトボード 色　彩種　類 備　考

※ほうろう

※焼付け

　ボード

・ホワイト

・黒板 ※緑　・黒

※緑　・黒

※白

寸法（mm)

１ フリーアクセスフロア

・溝構法

適用地震時
水平力

仕上り高
（mm） 備　考構　法施工箇所

・パネル構法

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

（20.2.2）

（20.2.4）

（20.2.5）

（20.2.6）

（20.2.8）

　遮音性能はJIS A 6512の遮音性試験に準拠する。

２ 可動間仕切 （20.2.3）

空調用吹出し（吸込み）パネル

コンセント等の取付け対応　　※製造所の仕様による （コンセント本体は別途設備工事）

　コンセントの箇所数　　※図示

　配線取出し開口　　※パネル1枚につき40×80（mm）程度の開口1箇所以上　　・図示

表面仕上材の品質、性能は、標仕19章による。

の開発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

構造形式 パネル部の
総厚さ（mm)

表面材種
厚さ（mm)

表面仕上げ 防火性能

・パネル式

・スタッド式

・スタッドパネル式

・ ※メラミン樹脂又は

　アクリル樹脂焼付け

・　 ・なし

・あり ・あり

遮音性能

（　　）

・遮音タイプ ・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

　（36db以上）

・手動式　　　・電動式

・手動式　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とする。

９ 表示 （20.2.10）

８ 鏡

形　式 スラットの材質

・クロススラット

・アルミスラット

※アルミニウム合金製

・

※横形

・縦形

・操作棒式

防炎性能　※あり

遮光性能

ひだの種類 備　 考

・１本操作コード

※２本操作コード

※25

・100

・80

スラットの幅
（mm）

（20.2.12）

（20.2.13）

（20.2.14）

12 ロールスクリーン

13 カーテン

11 ブラインド

・煙突用成形ライニング材

・キャスタブル耐火材

※ギヤ式　　・コード式

材種　　※アルミニウム製　　・ステンレス製

・市販品（アルミニウム製　押出形材）

・図示

形式      ・片引き   ・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重ね掛けとする）

（20.2.14）

枠の材質　　※アルミニウム製　　・

材種　　　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石

奥行き（mm）　　・約450　　・約600

種　類

・吊戸棚

・水切棚

・コンロ台

・流し台

・

※1200

※1200

※1200

・1500

※600

・600

・700

・1800

・900

規格・品質等適用内容

トラップ付き ※優良住宅部品（セクショ

・

※市販品

バックガード ※あり

ステンレス製 ※1段式

　ナルキッチンⅠ型）

・鋼製物品棚

・鋼製書架

種　類 規格等 耐荷量による種類

・４種　・５種　・６種

JIS S 1039による

14 カーテンレール

15 ブラインドボックス

　  及び

25 屋内掲示板

22 洗面カウンター

20 くつふきマット

21 流し台ユニット

24 鋼製書架及び物品棚

16 天井点検口

17 床点検口

・可動式

・

・回転降下式

・垂直降下式

　（巻取り型）

鋼板製又はアルミ製

（不燃認定品）

※不燃布

・

　※天井材張り

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込み型）

表面仕上げ

ガイドレール

種　類 材　質 備　考

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

※500

※500

・800

・800

高さ（mm)

・線入り磨き板ガラス

※網入り磨き板ガラス

・

アルミ製枠付き※500

18 防煙垂れ壁 ・固定式

材　質 備　考高さ（mm)厚さ（mm)

照明器具　　※あり　・なし

施錠　　　　※あり　・なし

製造所

26 屋外掲示板

19 視覚障害者用

  （誘導用及び

  　注意喚起用床材）

合板、集成材、MDF、パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

形状・寸法　　※図示

表面仕上材耐荷重性能

操作方法

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

（20.2.9）

23 収納家具

・なし

10 煙突ライニング

種　類

（20.2.11）

（19.2.2）

・3,000N

・5,000N

※鋼板

・

（※0.6 ・0.8）

・

※6.8

・900

　  カーテンボックス

　  床タイル

・１種　・２種　・３種

配線用取出しパネル

　※なし

　・あり（※固定式　　・可変式）：施工箇所（※図示　　・　　　　　　　　　　　　　）

ローリングロード性能　　※適用する　　・適用しない

（・内蔵　・露出）

・ポリエステル樹脂系化粧板

・メラミン樹脂系化粧板

・

・

表面材の材質
形　状 材　質

※幅木

・支柱

・なし

・アルミニウム製

・ステンレス製

・標準

・Ｒ

形　状 材　質

・アルミニウム製

・ステンレス製

・表面材と同材

脚　部 ドアエッジ

・ステンレス製（SUS304）

材　種 端部フラットエンド

　　ビニルタイヤ入り

幅（mm)

・約35

・

取付け工法

※接着工法

・埋込み工法

※あり（※ビニル製　・ステンレス製）

・なし

材　種

・ステンレスパイプ

・鋼製パイプ

・ビニル製

表面仕上げ 直径（mm)

・60　・42

区　分

　（・両面　・片面）

・室名札

※ステンレス製

材　質

・図示

※アクリル板

厚さ（mm)

※市販品・衝突防止表示

・ピクトグラフ

・扉番号

・階数表示

・建物案内板

・各階案内板

・

・

※アクリル板

・

寸法（mm)

※30φ

・・

取付け高さ 書　体

※図示

・

※図示

・

※図示

・

※5

・

※5

・

※図示

※図示

・

※ポリエステル

材　種

・綿

・

操作方式

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

・１級

・２級

・３級

寸法（mm) 備　考

・図示

・

・

・箱ひだ・つまひだ

・プレーンひだ・片ひだ

・

・

・フランスひだ

形　式 開閉操作 施工箇所

・電動

・ひも引き

・手引き

・シングル

・ダブル

（暗幕）

材　種

※アルミニウム製

・

寸　法

・一般形

・600×600

・密閉形

形　式 外　枠 内　枠

・額縁タイプ

・目地タイプ

・屋内外用

・屋内用

・額縁タイプ

・目地タイプ

材　種

※アルミニウム製

・ステンレス製

寸　法

・一般形

・結露防止形

形　式

・屋内外用

・屋内用

・450×450

・600×600

・

・450×450

・鋼製

・鋳鉄製

・密閉形

材　種 受　枠 備　考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製 ・硬質アルミニウム合金

・

・

屋内

屋外

施工箇所 種　類 寸法（mm) 厚さ（mm)

※塩化ビニル製

・レジンコンクリート製

・磁器又はせっ器質タイル

※レジンコンクリート製

・磁器又はせっ器質タイル

　300×300

　300×300

　ブロックパターンはJIS T 9251による。

施工箇所

施工箇所

・片引き

・引分け

・張物用

・張物、充填兼用

・充填用

９ 壁紙張り （19.8.2）

10 断熱材

・押出法

　ポリスチレン

・現場発泡断熱材

・木質系・断熱材兼用型枠

種　類

※2種b

※3種b

（スキン層付き）

・コンクリート系

・プラスチック系

・　

・　

・　

・一般部

・

・

・接地部分

※断熱材補修部分

・

※壁（図示の範囲）

・

施工箇所

※一般部

断熱抵抗

難燃性を有するもの※15

※25

※25

※40以下

厚さ（mm) 品質等

11 浴室天井材

　　　　の開発」において、評価を取得したもの

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法

市販品

回り縁はとい付

きとし、製造所

の標準品とする。

準不燃品※焼付け塗装品

・アルマイト処理品

※塗装品

・木目調

※アルミニウム製

・硬質塩ビ製

備　考材　質 性　能表面仕上げ

・100

・100

※200

※300

幅（mm)

素地ごしらえ

　コンクリート面　　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

施工箇所
紙 繊維

（織物）
プラスチック

（ビニル）
その他

（化学繊維）

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

無機質
防火性能

壁紙の種類

　モルタル面、プラスター面　　・Ａ種　　※Ｂ種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

壁紙のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

（19.9.2§3）

（19.8.2）

ラミン樹脂を使用した断熱材のホルムアルデヒド放散量　

　ロックウール保温板、グラスウール保温板、フェノールフォーム保温板、ユリア樹脂又はメ

備　考

＝0.676以上

＝厚さ/熱伝導率

　（㎡ ・k/w）

・

・

・

・

・

・

  ※規制対象外　　・第三種

　保温板

　フォーム

　※規制対象外　　・第三種

　せっこうボード面　　　　　　※Ａ種　　・Ｂ種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

（19.8.3）（表18.2.4）（表18.2.5）（表18.2.7）

19 20

内

装

工

事

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

の

工

事

※Ａ種1

Ａ種

・1.0G

・0.6G

　耐震性能5,000Nについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフロア

　案内用図記号はJIS Z 8210による。

　　表面処理　　　　　※B−1　　・B−2（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

・ステンレス鋼（SUS304）

・ステンレス鋼（SUS304）製

寸法（L＝　mm)

・φ114.3　t＝2.5

※幅20×深さ10　　・　 ※幅20×深さ10　　・　

材種　　※ステンレス製（SUS304）　・　

材質　　　　　　　　　　・アルミ　・ステンレス

クリアランス（mm）　　　・50　・100　・150　・　

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※20〜30％　　・　

　　適用安全使用温度　　・400℃　　・650℃　　・　

　　工法　　　　　　　　※こて押え　　・　

　　適用安全使用温度　　※400℃　　　 ・　

　　溝幅×深さ（mm）　・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・　

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・　

　・　

材質　　　　　・図示　

寸法（mm）      ・図示   ・

厚さ（mm）      ※5       ・

構成材の材質　　　　　　・アルミニウム製　　・鋼製　　・　

スロープ及びボーダー　　※製造所の仕様による　　・図示

※クリヤラッカー   ・

・HL   ・　

・EP-G   ・　

形状　　・Ｃ形　　・Ｄ形　　・Ｉ形　　・　

※300×300　・　

※300×300　・　

※300×300　・　

※7.0　・　

※30　・　

Ｇ

Ｇ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

（ノンフロンのもの）

Ａ種

Ｇ（ノンフロンのもの）

・34　・42

33 フェンス 種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス

　　　　・鋼管フェンス

製造所

種類　　・アルミニウム製（ステンカラー）

・700×700

・図示

・図示

木製

図示

30

図示 図示

（木製）

50

50角

中級品

図示(ALC版裏）

UC 図示

図示

・防湿形

・

※図示

80mm
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※幹巻き用テープ　・わら及びこも

種類　　※こうらい芝　　・野芝

４ 支柱材

５ 幹巻き用材料

６ 芝張り

（23.3.2）

（23.3.2）

（23.4.2）

※杉、ひのき又はから松（皮はぎもの、間伐材）

・真竹（良質な2年生以上）

工法　　・目地張り　　　・べた張り

※洋芝類　　・クローバー７ 吹付けは種用種子等

※コンテナ栽培品８ 地被類

植栽基盤及び材料９ 屋上緑化 （23.5.2§3）

　・屋上緑化システム

　　　土壌層の厚さ　　　・図示

　　　保水・排水層　　　・軽量骨材（層の厚さ：　　　）　　・板状成形品

　　　植込み用土　　　　※改良土　　　・人工軽量土

　・屋上緑化軽量システム

工法 （23.5.4）

　支柱　　　　　・設置する　（種類　　・図示　・　　　）

　かん水装置　　・設置する　（工事区分は図示による）

種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・D種１ 盛土に用いる材料

２ 遮断層及び

　 凍上抑制層の材料

（22.2.3）（表3.2.1）

（22.2.2§3）

（22.4.3）

　　　　　　　　厚さは図示

　　　　　　　　厚さは図示

４ 路床土の支持力比 ※行う

５ 路床締固め度の試験 ※行う

７ 路盤材料 ※再生クラッシャラン（RC−40）

・クラッシャラン（C−40）又はクラッシャランスラグ（CS−40）

　　添加量　　（　　）kg/㎥　（目標CBR　※５以上　・　　　　）

３ 路床安定処理 ※添加材料による安定処理

　　　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントＢ種

（22.2.2§3）（表22.2.2）

（22.2.5）

（22.2.5）

（22.3.3）

９ アスファルト舗装

※顔料混入加熱アスファルト混合物

・

※なし　・あり

※なし　・あり・カラー舗装

※アスファルト舗装

カラー舗装の着色骨材　　・有色骨材（焼成）　　・着色骨材（樹脂被覆）

加熱アスファルト混合物の種類

※一般地域区分

表層

基層

・細粒度アスファルト混合物（13）

※密粒度アスファルト混合物（13）

・粗粒度アスファルト混合物（20）

・寒冷地域

・細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）

※密粒度アスファルト混合物（13F）

（22.4.2）（表22.4.1）

（22.4.4）（表22.4.6）

アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

舗装の種類 車道部の基層 カラー舗装の種類

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　

アスファルト混合物等の抽出試験　　※行わない　　 ・行う　 （22.4.6）

（22.4.5）

厚さ試験　　　　　※行わない　　　・行う　

溶接金網　　　　　※あり　　　　　・なし　

注入目地材料　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　

早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　10 コンクリート舗装

11 透水性 アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　・行う

12 排水性 アスファルト混合物

　・改質アスファルト㈵型　　※改質アスファルト㈼型

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類　　※PKR-T

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　・行う　

（22.5.3）

（22.5.3）（表22.5.3）

（22.5.3§4）

（22.5.6）

（22.6.6）（22.4.6）

（22.7.3）（表22.7.2）

（22.7.3）（表22.7.3）

（22.7.6）

 （CBR）試験

６ 砂の粒度試験 ※行う （22.2.5）

８ 路盤の締固め度試験 ※行う （22.3.5）

　  アスファルト舗装

　  アスファルト舗装

13 ブロック系舗装 ・コンクリート平板舗装（JIS A 5371による）

※普通平板（N）　

・透水平板（P）　 ・モルタル・

※砂　　

目地材種　類

・インターロッキングブロック舗装（JIS A 5371による）

・誘導、注意喚起用ブロック

・植生用ブロック（V）

※普通ブロック（N）

・透水性ブロック（P）

誘導、注意喚起用は黄色系とする

※標準品

・

種　類 色彩及び表面加工等

※300角 ※60

歩道部　※60　・　

※80　・100

寸法（mm) 厚さ（mm)

厚さ（mm)

・

※コンクリート舗装

・アスファルト舗装

※うろこ張り

・・

種　類 基　層

※80〜100　・　

厚さ（mm)

（22.8.2§3）

（22.8.2§3）

（22.8.2§3）

14 路面標示用塗料

・舗石舗装

※小舗石（花こう岩）　　

・１種

・２種

※３種１号

常温

加熱

溶融

液状

粉体状

※白

・

※150

・

塗料総質量に対して

５%以下

施工方法

種類 施工 色 塗布幅（mm) 塗布厚さ（mm) 揮発性有機溶剤の含有率

JIS K 5665（路面標示用塗料）による

適用

※1.0

・

　
樹木

　ただし、低木は植栽範囲

・図示

・葉張りの範囲

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ｄ種

効土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込み用土

※現場発生土の良質土　　　・客土（・黒土　・真砂土）２ 植込み用土

３ 土壌改良材

・12以上

・3未満

・7以上〜12未満

・3以上〜7未満

整備範囲工　法有効土層の厚さ（cm）

適　用 工　法有効土層の厚さ（cm) 整備範囲

※行う　・行わない ※植栽範囲　　・図示

１ 植栽基盤整備 芝及び地被類 （23.2.2§3）（表23.2.1§2）

（23.2.2§3）（表23.2.1§2）

（23.2.3§4）

（23.2.3）

※適用する

バーク堆肥

発酵下水汚泥コンポスト

　有機物の含有率（乾物）

　炭素窒素比（C/N比）

　陽イオン交換容量（乾物）

　pH

　水分

　幼植物試験の結果

　窒素全量（現物）

　りん酸全量（現物）

　加里全量（現物）

　ひ素

　カドミウム

　水銀

　ニッケル

　クロム

　鉛

　有機物の含有率（乾物）

　炭素窒素比（C/N比）

　pH

　水分

　窒素全量（現物）

　りん酸全量（現物）

　アルカリ分（現物）

　施工箇所　　※植栽範囲　　・図示

　を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料

：0.005%以下

：0.0005%以下

：0.0002%以下

：0.03%以下

：0.05%以下

：0.01%以下

：35%以上

：8.5以下

：20以下

：50%以下

：0.8%以上

：1.0%以上

：15%以下

：70%以上

：35以下

：70mEq/100g以上

：5.5〜7.5

：55〜65%

：0.5%以上

：0.2%以下

：0.1%以上

：生育阻害その他の異常を認めない

で盛土を行う。

１ 排水管 排水管用材料

※遠心力鉄筋コンクリート管

管形状（接合方法)材　種 管の種類

※外圧管（※1種　・2種）

（21.2.1）（表21.2.1）（21.3.3）

車道部の排水管の敷設

２ 鋳鉄製ふた

・水封形

・簡易密閉形（パッキン式）

適用荷重（安全荷重（kN）)種　類

・鋼製 ※凹凸形

４ 埋戻し土

上面形状

・ 

・桝ふた用

・溝ふた（横断用）

・溝ふた（側溝用）

※受枠付き

・

・歩行用

・T−14用

・T−2用

・T−6用

用　途形　式 適用荷重

・かさ上げ用

・T−20用

種　類
メインバー
ピッチ

（21.3.1）（21.3.3）

（21.2.2）

（21.2.2）

（21.2.3）（表3.2.1）

・硬質塩化ビニル管 ※VP　　・VU

・RS−VU　　・RF−VP

　・砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

　※図示

・密閉形（テーパ・パッキン式）

・中ふた付き密閉形（テーパ・パッキン式）

鍵

・あり

・なし

３ グレーチング

・ステンレス製

ボトル固定

　※なし

　・固定

※平形

・凹凸形

※細目

※普通目

・細目

232221

排

水

工

事

舗

装

工

事

植

栽

工

事

及

び

屋

上

緑

化

工

事

・Ｔ− ２用（  5）

・Ｔ− ６用（15）

・Ｔ−20用（50）

・Ｕ字溝用

樹木の樹高（m)

　工法D種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有

※100　　 ・　

※80　　　・　

※60　　　・　

※50　　　・　

※20　　・　 ※Ｂ種　　・　

※Ａ種

ま さ

　　防腐処理方法　　※加圧式防腐処理　　・　

　 　　　・・　

　　　樹木の樹種、寸法、株立数、数量等　　※図示　　　・　

　　　芝及び地被類の種類等　　※図示　　　・　

・凍上抑制層　　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン　・ 切込砂利　　・砂

・遮断層　　　　※川砂、海砂又は良質な山砂　　・　

車道部　※80　・　

・ B形（ゴム接合）　・　

種別　　※Ｂ種　　・　

Ｇ Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ
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・PK-1

・図示

3800μg/m3(0.88ppm)

220μg/m3(0.05ppm)

ホルムアルデヒド

870μg/m3(0.20ppm)

100μg/m3(0.08ppm)

260μg/m3(0.07ppm)トルエン

パラジクロロベンゼン

キシレン

エチルベンゼン

スチレン

室内濃度指針値

【採取状態】

４ 換気等

５ 参考

化学物質名

室内化学物質の濃度指針値(基準値）

240μg/m3(0.04ppm)

※室内化学物質（VOC）濃度の測定結果が基準値以下であることを確認後に引き渡しを行う。

※採取状態については、厚生労働省が新築住宅での測定について示した方法に準ずるものとする。

※測定方法は、厚生労働省が室内空気中化学物質の濃度を測定するための標準的方法として示した

※外気については、施設周辺に検査対象となる化学物質を取り扱う工場等があれば、

※工事中において、自然換気、機械換気を積極的に行うこととする。

※測定は工事完成後に実施することとし、測定の結果について速報値を監督職員に報告する。

※測定室数は下記のとおりとし、測定室の位置は監督職員と協議し決定する。３ 測定室

１ 引き渡し

２ 測定について

　なお、基準値を超えるときは、基準値以下を確認するまで測定を実施する。

（測定間隔は１〜２週間を目途とし監督職員と協議する。）試験結果報告書は２部提出する。

　吸引方式、拡散方式とする。（吸引方式（アクティブ）を原則とし、監督職員と協議する。）

   30分間換気後に5時間以上密閉し、吸引方式では概ね30分間、拡散方式では8時間以上採取すること。

   また、部屋の中央付近の少なくとも壁から1m以上離した高さ1.2〜1.5mの位置を

   試料採取位置とすること。

   外気についても計測することとする。

・野菜下処理室、肉魚下処理室、煮炊き調理室、アレルギー食調理室、会議室

合計　　ヶ所５
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 1 打継ぎヶ所の確認

 3 本工事への摘要

 1

１）状況確認時期

　状況検査は型枠脱型及び支保工解体後仕上げ工事着手前に行うこと。

２）補修が必要でないひび割れの規準（建築工事監理指針より）

       a.防水性が要求される場合　0.05mm以下

         b.防水性は要求されないが耐久性から見た条件が厳しい場合　0.1mm以下

         c.耐久性からみた条件が普通の場合0.2mm以下

         d.耐久性からみた条件が緩やかな場合0.3mm以下

３）上記規準摘要への解説

　     a.はコンクリート水槽のようなものや地下水位面以下にある地下室等を想定している。

　       b.は外壁などで雨水がかかる部分や美観が要求される部分のようなものと考えられるため、

　　　  本工事の場合全ての外壁や打ち放し部分に適用されるものとする。

　       c.は雨掛かりの無い内壁で乾式等の仕上げを行う部分。

　　　 コンクリートのひび割れが構造耐力の低下や仕上げのひび割れや肌隙等に関係ない場所に摘要

　　   d.は無筋コンクリート等で耐久性からみて問題のない捨てコンやラップルコンクリート、

　　　  擁壁の裏込めコンクリート等を想定している。

４）本工事への摘要

　コンクリート打ち上がり状況確認は建設工事期間内に行われるため、コンクリートの乾燥は

　未だ途中であると考えられるため、竣工以降もひび割れの進行が有るものと思われます。

　このため、調査記録のひび割れ幅は0.05mm以上とし、0.1mm以上は全て補修の対象とします。

※打継ぎ面は、レイタンスやぜい弱なコンクリートが付着している場合、高圧水洗等により

　十分な付着性能が得られるように取り除くこと。健全なコンクリートを露出したことを監督員

　に確認を受けること。

 4 状況の確認記録

 3 打継ぎ面の処理
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 1 状況の確認時期 1

 2 ひび割れの基準

 2 打継ぎ部分の施工方法

５）状況確認記録

　ひび割れは建物軸組図および伏せ図等に赤書きにてひび割れの形態・幅及び計測日を入れて下さい。

　また、補修箇所はこの記録に補修方法及び補修場所を後日記入して下さい。

※打継ぎは出来るだけ少なくし、応力の小さいところで打ち継ぐことを基本とする。（建監理指針6.6.3）

※地下外壁接地面に於いて、打継ぐ場合は、水密性の確保に必要な処置を講ずるものとする。

　監督員に事前に施工方法について承諾を得ること。

※外観上見えがかり部分の打継ぐ場合は、打継部の防水処理を行うため、化粧目地等を

　設けること。

※打継ぎ面の仕切面の施工に当たり、施工計画書を提出し、監督員の承諾を得ること。

　（施工方法については、建築工事監理指針6.6.3（ｂ）を配慮すること）

一級建築士　
第260191号

荻原正人

特記仕様書-6 A-007
Ａ1版　ー

Ａ3版　ー
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表
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房Ａ Ｅ M厨
途
別P 房Ａ Ｅ M厨

途
別P 房Ａ Ｅ M厨

途
別P

２．雑排水・汚水

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○○

○

○

○

○

○

補強を要する型枠材及び取付け

補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔・開口部の補強

スリーブ・型枠の穴埋め

１．ＲＣ造（梁・壁・床）
　　の貫通孔・開口部

Ｓ・ＳＲＣ造貫通鋼管スリーブ・補強

使用されたスリーブの穴埋め

予備スリーブの穴埋め

２．Ｓ､ＳＲＣ造の
　　　　はり貫通孔

備　　　考

防火区画、防煙区画

防火区画、防煙区画

３．設備機器の基礎 建築設計図に記入あるもの

屋内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

屋上基礎で押さえコンにアンカーしない軽微なもの
機器取り付け用アンカー・架台

屋上設備架台用の基礎

４．昇降機関連 昇降路の躯体

機械室の躯体

機械室の床配管ピット・蓋

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

巻上機周囲のチェッカープレート敷

機械室の床開口

昇降路内ピット防水・集水舛・点検用タラップ

各階出入口穴あけ・同補強

三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補修

出入口扉・三方枠・幕板補強鉄骨

出入口扉・三方枠・幕板

昇降路がＲＣ造及びＳＲＣ造の時、軌条・中間
ビーム・ブラケット他昇降路内の鋼製部材一式
昇降路がＳ造の時の中間ビームブラケット

機械室天井フック取付

昇降路内フック取付

ホール押釦・インジケータ・鋼索などの壁開口

機械室換気設備

制御盤（EV機械室内または昇降路内等）から外部
インターホンまでの配管・配線工事

点検用コンセント

既存部分の仕上関係

トラフ・ピット類（ふたを含む）

湧水・汚水ピット・ＲＣ造各種水槽

避雷設備・同接地工事

ＡＬＣ板の壁開口・補強

厨房排水溝

厨房グリース阻集器

オイルサービスタンクの防油堤

新設する部分はA

10．その他 ２重ピット及びトレンチのマンホールふた

機器搬入用フック　ビーム

チェンブロック

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

点検口（天井・床下）

排煙口等の天井仕上材の取付け

自動閉鎖装置を取りつける防火戸の切り込み補強
及びドアチェック、フロアヒンジ

自動扉・電動シャッターへの電源供給

電気錠への電源供給
制御盤及び付属スイッチへの配管・配線工事

９．フリｰアクセスフロア

床パネルの切り込み加工

コンセント

ファンコイルカバー８．事務室まわり

制御盤はE

身障用手すり

ユニット形衛生器具

鏡（規格寸法のみ）

洗面カウンター７．便所まわり

浴室及び便所の床排水金物

６．浴室まわり ユニットバス、シャワーユニット本体

規格外はＡ

洗面器はＭ

その他接続はE,Ｍ

フード（標準詳細図のもの）

流し台・つり戸棚・水切り棚・コンロ台５．湯沸室まわり

換気扇

ウエザーカバー、ベントキャップ

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ４．外壁まわり

　　インサート
３．つりボルト及び 設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

位置ボックス

２．可動間仕切り 切り込み及び補強

開口部の墨出し

補強を要しないボードの切り込み

補強を要するボードの切り込み及び下地の補強１．軽鉄天井・壁下地

仕上げ関係

項　　　　　目 備　　　考 項　　　　　目

屋外排水設備・外構

１．雨水 屋外雨水排水設備

桝及び桝ふた

屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

桝及び桝ふた

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

３．植栽

既存植栽一部撤去処分

浄化槽本体は本工事ピット形の躯体及び砂充てん４．ユニット形浄化槽

バッキ槽のオーバーフローレベル調整改修

５．屋外オイルタンク タンク室の躯体及び砂充てん

上記以外のオイルタンク本体・配管及び据付等

タンク本体はＥ又はＭ

自家発用はＥ

６．その他

厨房器具類への配管接続

凡　　　例

空気調和

備　　　考

１．電気配線配管

備　　　考

２次側

１次側

空調機二次側配管及び配線

小便器用節水装置の制御盤以降の配管配線

煙感知器から自動ドア連動制御盤に至る配管配線

　　　　　　　　　　　　　　　　　至る配管配線

自動制御と動力盤との電源供給の渡り配管配線

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共）

工事区分表

躯体関係

貫通孔のスリーブ材及び取付け

消火器ＢＯＸ設置工事

同上用防水・マンホール・タラップ等

既製浴槽（ふたを含む）

機器と付属操作スイッチの渡り配管配線

項　　　　　目項　　　　　目

制御盤（EV機械室内または昇降路内等）までの動力・照明用電源、
アース、防災信号、拡声設備（館内放送用）の配管・配線工事

○

○

○

○

電気配線配管

※項目は、番号に○ 印の付いたものを適用する。

○

○

○

○

○

○

○

受けピース

○

西側室外機の基礎

　工種

□

□
□

□学校給食共同調理場
建築

建築工事
電気

電気設備工事
給排水衛生

空気調和設備工事　工事名称

A E M
厨房

５．その他

11．フリーアクセスフロア内の防水堤

○

○
既存部分の躯体関係

切廻しに伴う

○土間配管、配線に伴う、既存解体及び仮復旧工事 ○

既存を撤去し○配管、配線に伴う、既存仕上げ材の取り外し及び復旧工事 ○

取り外し及び復旧工事
既存仕上げ改修に伴う既存固定機器類の

自動扉・電動シャッターから付属のスイッチ・
センサーへの配管・配線工事

○

○

その他はＭ

家具組み込みの洗面器 ○ 切り込みはＡ

○家具の蛇口取付 切り込みはＡ

○家具の排水トラップ取付

ブラインドは別途工事○カーテンレール類取付

○

厨房器具類取付及び厨房機器類搬入据え付け

野菜下処理室

上記以外のユニット形浄化槽本体・配管及び据付等

既存のユニット形浄化槽本体改修

注油口内アース端子よりのアース用配管配線

○

○LANのサーバー本体の設置

パソコン本体別途防犯カメラシステム(ソフト含む)設置

電話機・主装置本体設置 ○

自家発用はＥ

厨房機器

Ｔ

○

○

○

○

○

○

○

○

6．切廻しに伴う

接続はM

カーテン及び

厨房機器類開口補強及びすきま処理仕上げ

○

○

○

○

駐車場ガソリントラップ（コンクリート造）

機械警備配管及び配線ルートの確保

○

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに

○

P

○

植栽及び客土

給排水衛生設備工事

房Ａ Ｅ M厨
途
別P

フェンス及び目隠しは
別途工事とする

消音フェンスの基礎は本工事とする（スリーブ抜きまで）

受水槽の基礎 ○

○ガスバルクの基礎

○浄化槽機械室の基礎

フェンス及び目隠しは
別途工事とする
フェンス及び目隠しは
別途工事とする
フェンス及び目隠しは
別途工事とする
フェンス及び目隠しは
別途工事とする

キュービクルの基礎
フェンスの基礎は本工事とする（スリーブ抜きまで）

フェンスの基礎は本工事とする（スリーブ抜きまで）

目隠しフェンスの基礎は本工事とする（スリーブ抜きまで）

フェンスの基礎は本工事とする（スリーブ抜きまで）

厨房機器類及び配管ガードポール取付 ○

厨房機器流し台シンクのフットペダル取付 フットペダルは厨房支給品

一級建築士　
第260191号

荻原正人

工事区分表 A-008
Ａ1版　ー
Ａ3版　ー

群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事
一級建築士　
第260191号

荻原正人総括設計者



一級建築士　
第260191号

荻原正人

二級建築士
第12979号

成田麗未

配置図・案内図・計画概要 A-009
Ａ1版　1/150
Ａ3版　1/300

群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者 担当設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事

町道皆野70号線

汚

汚
建基法42条1項一号

幅員6.26ｍ

河
川

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

道路境界線

申請
建物2

配置図 S=1/300

排水処理槽

道路境界線

屋外階段

管理用

DW

UP

DW

DW

DW

DW

+75

17886

9740

9749

9780

16331

17.886
9.740
9.749
9.780

16.331
合計： 63.486

■敷地の接道長さ(ｍ）

DW

スロープ1/12 下り

下り +1000

+730

+750

+480

±0

+970

±0+10

+750

延焼のおそれのある範囲

道路中心線
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※ＢＭ±０：ベンチマーク（北側道路）

   (Z0=BM+100)

※敷地内の数字はBMからの高さを示す。

敷地の範囲

凡例

新築建物を示す

N

□案内図

文

皆野小
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文

皆野中

親鼻駅

皆野駅

皆野町役場

滝
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入
沢

川

荒
川

町道皆野70号線

町道皆野1号線

両
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荒
川

線

（
県

道
37

号
）

主
要

地
方

道
皆

野

至 下野田

至
 秩

父
市

至
 小

鹿
野

町

至
 神

川
町

44

44

皆野病院

建設地

敷地内通路（W=1500)を示す

申　請　場　所

用　途　地　域

防火・準防火の有無

敷　地　面　積

延　べ　面　積

建　ぺ　い　率　

容　積　率

計　画　概　要　

都市計画区内　準工業地域

無指定

埼玉県秩父郡皆野町大字皆野字新井2076-4、2076-5

主　要　用　途 工場　（学校給食センター）　　区分 08340

2,404.65 ｍ2

建　築　面　積

40.26％

39.94％

建物棟別概要

（容積率算定からの除外部分）

申
請

申
請

968.11ｍ2

1001.34ｍ2

建物名称 種別 構造 階数
最高
軒高さ 最高高さ 建築面積 延べ面積

耐火
・準耐火

学校給食
センター

新築 2階建て 8.250ｍ 929.71㎡ 962.94㎡7.881ｍ ロ準耐二S造

プロパン庫 新築 平屋建て 2.260ｍ 9.72㎡ 9.72㎡2.230ｍ その他Ãfl⁄ Ãfi造

駐輪場 新築 平屋建て 2.423ｍ 5.39㎡ 5.39㎡1.900ｍ その他
±Ÿ–∆≥—
合金造

排水処理槽
機械室

新築 平屋建て 3.405ｍ 17.82㎡ 17.82㎡3.380ｍ その他RC造

ゴミ物置(南) 新築 平屋建て 2.659ｍ 3.47㎡ 3.47㎡2.659ｍ その他

4号特例
の有無※1

有

有

有

有

無

※1：建築基準法第6条の4 第1項三号　小規模建築物の一部の規定の審査・検査の省略

建物の合計： 968.11㎡ 1001.34㎡

申請No.

1

2

3

4

6

ゴミ物置(北)
※2

新築 平屋建て 2.047ｍ 2.00㎡ 2.00㎡2.047ｍ その他 有

5

±Ÿ–∆≥—
合金造

※2：メッシュ芯が奥行き1ｍを超えるため、建築物として面積を算入する

Ãfl⁄ Ãfi造

西側屋根（車庫)35.67㎡+駐輪場5.39=41.06㎡

1001.34-41.06=960.28㎡ /2,404.65=39.94％
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M

M

M

申請建物1（学校給食センター）

1FL=Z0+900=Z1±0

1階：879.88㎡

2階：  83.06㎡

軒高：7.881ｍ　　最高高さ：8.250ｍ

申請建物5

申請
建物6

申請
建物4

申請建物3

±0

+100

+100

+100

+10

+50

+100

+75

+150

+200

-100

-40

-40

+100

+50

+50

+100

+50

+50

±0

+100

+100

+100

+250

+100

+100

±0

+250 +250 +250+70

+910

+910

+2250

+150

+590

+500

-110

±0

+50

+370

+420

-4000

+80

+910

+270

-4200

N

第一種住居地域

第一種中高層住居専用地域

道路境界線より

(既存）重力擁壁
　　　　-公共物

構造：RC造
高さ：2ｍ

〔新設〕門扉壁

　構造：RC造
　高さ：1.5ｍ

〔新設〕フェンス

　構造：“Øº≠Ã™›Ω（布基礎）
　　　　亜鉛•±Ÿ–•œ∏fi»º≥—合金めっき
　高さ：1.5ｍ

〔新設〕門扉壁

　構造：RC造
　高さ：1.5ｍ

〔新設〕フェンス

　構造：“Øº≠Ã™›Ω（布基礎）
　　　　亜鉛•±Ÿ–•œ∏fi»º≥—合金めっき
　高さ：1.8ｍ

町道皆野1号線

建基法42条1項一号
幅員8.03ｍ

道路境界線より
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■敷地面積表

敷地求積図　S=1/300

単位：㎡

※使用したコンピューターは「VECTOR WORKS」
   バージョン：2022 SP6(Build 679396)(64-Bit)

符号 底辺 高さ 底辺×高さ 敷地面積

（1） 65.409 23.367 1528.412103

2404.65

（2） 65.409 3.435 224.679915

（3） 59.855 5.662 338.899010

（4） 52.276 6.753 353.019828

（5） 45.807 7.928 363.157896

（6） 40.980 9.008 369.147840

（7） 38.433 10.237 393.438621

（8） 40.276 7.101 285.999876

（9） 40.276 5.339 215.033564

（10） 25.727 1.930 49.653110

（11） 20.015 11.750 235.176250

（12） 13.262 2.192 29.070304

（13） 3.050 1.641 5.005050

（14） 13.262 16.998 225.427476

（15） 18.070 0.319 5.764330

（16） 19.518 1.672 32.634096

（17） 21.252 0.812 17.256624

（18） 35.249 2.488 87.699512

（19） 14.360 1.222 17.547920

（20） 6.721 0.343 2.305303

（21） 6.398 2.038 13.039124

（22） 5.066 1.472 7.457152

（23） 3.687 2.324 8.568588

（24） 3.211 0.284 0.911924

計 4809.305416

=計/2 2404.652708

一級建築士　
第260191号

荻原正人

敷地求積図・敷地面積表 A-010
Ａ1版　1/150

Ａ3版　1/300
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事
二級建築士
第12979号

成田麗未担当設計者



一級建築士　
第260191号

荻原正人

二級建築士
第12979号

成田麗未

建物求積図・建物面積表 A-011
Ａ1版　1/150

Ａ3版　1/300
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者 担当設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事

延べ面積根拠

階 符号
計算式

延べ面積
W × H = 計

1 （1） 37.230 × 21.000 = 781.830000

962.94

（2） 13.460 × 4.090 = 55.051400

（3） 1.000 × 7.330 = 7.330000

（4） 5.270 × 6.770 = 35.677900

1階床面積(A) = 879.889300

改め(a) = 879.88
2

（5） 5.500 × 6.770 = 37.235000

（6） 6.770 × 6.770 = 45.832900

2階床面積(B) = 83.067900

改め(b) = 83.06

延べ面積（a)+(b） = 962.94
建築面積根拠

階 符号
計算式

建築面積
W × H = 計

1 （a） 1.000 × 18.560 = 18.560000

929.71

（b） 7.770 × 1.000 = 7.770000

（c） 2.000 × 4.700 = 9.400000

（d） 1.000 × 7.330 = 7.330000

（e） 1.000 × 6.770 = 6.770000
建築面積加算部分(C) = 49.830000

(A) + (C) = 929.719300

※使用したコンピューターは「VECTOR WORKS」
　バージョン：2022 SP6（Build 679396)(64-Bit)

■建物面積表
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2階平面図　S=1/300
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一級建築士　
第260191号

荻原正人

二級建築士
第12979号

成田麗未

各室求積図・各室面積表 A-012
Ａ1版　1/100

Ａ3版　1/200
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者 担当設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事

1階求積図　S=1/200

2階求積図　S=1/200

階 室名 符号
計算式

計 面積
W × H = 小計

1 ポーチ （1） 2.25 × 2.25 = 5.0625 5.0625 5.06

風除室 （2） 2.25 × 2.25 = 5.0625 5.0625 5.06
玄関ホール （3-1） 2.27 × 4.11 = 9.3297

（3-2） 2.00 × 1.79 = 3.5800 12.9097 12.91
事務室 （4-1） 4.50 × 5.25 = 23.6250

（4-2） 2.00 × 1.50 = 3.0000 26.6250 26.62

更衣室 （5） 2.50 × 1.50 = 3.7500 3.7500 3.75

湯沸室 （6） 2.27 × 1.82 = 4.1314 4.1314 4.13
廊下 （7-1） 1.50 × 2.77 = 4.1550

（7-2） 11.46 × 1.79 = 20.5134

（7-3） 4.90 × 2.25 = 11.0250 35.6934 35.69

多目的室WC （8） 2.00 × 2.77 = 5.5400 5.5400 5.54

男子更衣室 （9） 3.50 × 1.78 = 6.2300 6.2300 6.23

女子更衣室 （10） 1.84 × 4.55 = 8.3584 8.3584 8.36
WC1 （11-1） 2.12 × 0.46 = 0.9766

（11-2） 1.66 × 1.58 = 2.6226 3.5991 3.60

倉庫 （12） 1.66 × 2.51 = 4.1766 4.1766 4.18
職員休憩室 （13-1） 0.46 × 4.09 = 1.8814

（13-2） 6.00 × 4.55 = 27.3000 29.1814 29.18

調理員WC1 （14） 2.10 × 1.86 = 3.9060 3.9060 3.91

調理員WC2 （15） 2.10 × 1.82 = 3.8220 3.8220 3.82

調理員廊下 （16） 2.08 × 3.68 = 7.6544 7.6544 7.65

備品庫 （17） 3.28 × 1.25 = 4.1000 4.1000 4.10

洗濯乾燥室 （18） 3.28 × 2.43 = 7.9704 7.9704 7.97

準備室1 （19） 7.25 × 3.07 = 22.2575 22.2575 22.26

調理員前室 （20） 2.48 × 3.07 = 7.6136 7.6136 7.61

プラットホーム （21） 2.00 × 9.25 = 18.5000 18.5000 18.50

荷受室1（野菜）（22） 2.50 × 2.20 = 5.5000 5.5000 5.50

泥落とし室 （23） 2.50 × 1.80 = 4.5000 4.5000 4.50

廃棄庫 （24） 2.50 × 1.55 = 3.8750 3.8750 3.87

荷受室2（肉） （25） 2.50 × 2.20 = 5.5000 5.5000 5.50

油庫 （26） 2.50 × 1.62 = 4.0500 4.0500 4.05
検収室 （27-1） 2.00 × 2.75 = 5.5000

（27-2） 2.50 × 2.63 = 6.5750

（27-3） 2.27 × 12.00 = 27.2400

（27-4） 3.23 × 1.90 = 6.1370 45.4520 45.45

野菜下処理室 （28） 7.46 × 4.77 = 35.5842 35.5842 35.58

計量食品庫 （29） 7.46 × 1.73 = 12.9058 12.9058 12.91

肉魚下処理室 （30） 7.46 × 3.60 = 26.8560 26.8560 26.86

米庫 （31） 4.23 × 1.90 = 8.0370 8.0370 8.04
調理室 （32-1） 5.77 × 3.60 = 20.7720

（32-2） 9.97 × 8.54 = 85.1438

（32-3） 2.03 × 2.70 = 5.4810

（32-4） 12.00 × 6.61 = 79.3200 190.7168 190.72

和え物室 （33） 7.13 × 3.60 = 25.6680 25.6680 25.67

±⁄Ÿ∑fi∞食調理室 （34） 2.03 × 5.84 = 11.8552 11.8552 11.86
コンテナプール （35-1） 2.10 × 3.60 = 7.5600

（35-2） 3.00 × 6.65 = 19.9500

（35-3） 8.80 × 8.50 = 74.8000

（35-4） 2.20 × 1.77 = 3.8940

（35-5） 1.74 × 1.73 = 3.0102 109.214 109.21
PS （36） 0.46 × 1.73 = 0.7958 0.7958 0.80

配送前室 （37） 2.20 × 3.00 = 6.6000 6.6000 6.60

前室2 （38） 2.20 × 2.00 = 4.4000 4.4000 4.40

準備室2 （39） 6.14 × 2.25 = 13.8150 13.8150 13.81
洗浄室 （40-1） 5.80 × 3.00 = 17.4000

（40-2） 8.00 × 7.25 = 58.0000 75.400 75.40
洗剤庫 （41） 1.86 × 2.25 = 4.1850 4.1850 4.19

ゴミ置き場 （42） 1.90 × 2.25 = 4.2750 4.2750 4.28

回収前室 （43） 2.20 × 3.00 = 6.6000 6.6000 6.60

前室1 （44） 2.20 × 2.25 = 4.9500 4.9500 4.95

庇 （45） 1.00 × 7.33 = 7.3300 7.3300 7.33

西側屋根(車庫) （46） 5.27 × 6.77 = 35.6779 35.6779 35.68
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※使用したコンピューターは「VECTOR WORKS」
   バージョン：2022 SP6(Build 679396)(64-Bit)
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（12）

階 室名 符号
計算式

計 面積
W × H = 小計

2 小屋裏設備ΩÕfl∞Ω （2F-1） 5.50 × 6.77 = 37.2350 37.2350 37.24

小屋裏設備ΩÕfl∞Ω （2F-2） 6.77 × 6.77 = 45.8329 45.8329 45.83

■各室面積表
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下地３：面積区画(1ｈ）:

内 部 仕 上 表

床　　　　　高

下地2

特　　　　　記

下　　　　　地

塗　　　　　装

特　　　　　記

塗　　　　　装

特　　　　　記

壁　　　　　種

塗　　　　　装

特　　　　　記

天　　井　　高

高　　　　　さ

下　　　　　地

WB巾木　Ｈ75

DRｔ12(直張り）

畳敷き　ｔ55

100角磁器質タイル貼り

桧縁甲板 t12,下地PWt12

天井裏断熱材：ＧＷｔ100敷き込み

ケイカル板（目）ｔ6.0　VP

塗　　　　　装

4

10

2

VS 張り（防滑）ｔ2.5

FL±

3

複層塗材 Si

軽量断熱化粧板ｔ20張り 
下地：吊りŒfiŸƒ、≈Øƒ、ÀfiΩ付 ›∂fi∞、野縁受、∏ÿØÃfl、野縁
◊≤ƒºÿ›∏fiºΩ√—天井（東海物産）同等　NM-5365

RC(B)打放し補修巾木　Ｈは特記

6

GB（NC）t9.5

ビニルクロス張り(無機質壁系紙：不燃）

洗面カウンター

暗幕カーテン・カーテンレール（長さ特記）

H900（巾は特記による）

H900（巾は特記による）

アルミ枠付掲示板　H900（巾は特記による）

特　　　　　記

スクリーン（天井付け用金具共）

横型ブラインド（巾25）

5

10

8

9

床

巾

木

壁

Ｗ

天

井

Ｃ

備

考

Ｓ

天井廻り縁

Ｈ

Ｆ

桧羽目板t12　UC W90 ほんざね縦張り

ホワイトボード　3600ｘ1200

5

8

7

6

8

5

4

VS 張り　ｔ2.5

下地１

11

VB巾木　Ｈ60

水性アクリル樹脂系塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

塗り床MW(防滑）:t3~6
水性硬質ウレタン塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

特殊VS(NC)防滑/耐熱：t2.5

水性硬質ウレタン系塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

塗り床E・VOC(防滑/耐熱）：

塗り床ＭＨ(防滑/耐熱）:ｔ9 

特殊防滑性ビニル床シートNC

塗り床Ａ：

水性硬質ウレタン系塗り床材　Ｆ☆☆☆☆
塗り床ＭＨ(防滑/耐熱）:ｔ6 

エポキシ樹脂系無溶剤形塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

5

巻上げ工法R20/±Ÿ–±›∏fiŸ NO.20-311S

巾木-MW：巾木排水溝:ｔ3~6 
水性硬質ウレタン系塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

水性アクリル樹脂系塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

下地２

ケイカル板張り：ｔ6　ＶＰ

化粧ケイカル板A張り：ｔ6

910Ｘ1820

910Ｘ1820

目地・∫∞≈∞：±Ÿ–ºfiÆ≤≈∞工法

SUS丸ビス止め皿付・∫∞≈∞端部：±Ÿ–ºfiÆ≤≈∞

下地１：一般壁

下地２：防火一般・防火遮音(45h)
LGS両面GBt12.5+GBt9.5張り GWt50

LGS両面GBt12.5張り

屋根下地材表し

断熱材：ＧＷｔ50（24Ｋ）

屋根下地材ノ上

化粧ケイカル板A接着張り：ｔ6 910Ｘ2420

目地：º∞ÿ›∏fi工法5X5・∫∞≈∞：±Ÿ–ºfiÆ≤≈∞

行事用ホワイトボード

上げ下げ行事用ホワイトボード

下足入れ

IH(1口)・IH（2口）・シャワー付蛇口

6

1

1

下地３

下地１

1

7

3

4

S下地カラーアルミ角波スパンドレール
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7

流し台（巾は特記による）
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4特殊ＶＳ巾木　H180 PVC±›∏fiŸ共

グラスウールボードｔ50(ガラスクロス張り）
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ポーチ

LGS両面GB(F)t12.5+GB(H)ｔ9.5張り GWt50

目地：º∞ÿ›∏fi工法5X5・∫∞≈∞：±Ÿ–ºfiÆ≤≈∞
化粧メラミン板B接着張り：ｔ3 935Ｘ2455
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スラブ下まで
壁下地は

９

WC1

±０

2500

Ｃ

GB

LGS

塩ビ(目)

LGS19

2

３

GBt12.5

3

60

3

8

スラブ下まで
壁下地は

９

WC

多目的

±０

2500

Ｃ

GB

LGS

塩ビ(目)

LGS19

2

３

GBt12.5

3

60

8

2 W1200
IH(1口)

1

6

廊下

±０

Ｃ

75

GB

LGS

GBt12.5

2

1

1

LGS19

2500

塩ビ(目)

2

8

９

更衣室

女子

±０

Ｃ

75

２

GB

LGS

塩ビ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

１

1

２

９

8

更衣室

男子

5

+120

PF/W

LGS

LGS19

2500

GBt12.5

塩ビ(目)

1

4

GB

畳寄せ：桧
60X30

雑巾刷り：桧
15X25

2

8

９

休憩室

職員

2

倉庫

±０

Ｃ

GB

LGS

LGS19

2500

GBt12.5

塩ビ(目)

1

2

75

1

8

９

備品庫
1

±０

Ｃ

75

LGS

９

塩ビ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

3

8

GB

±０

Ｃ

75

２

GB

LGS

塩ビ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

１

1

９

8

更衣室 調理員

±０

Ｃ

75

GB

LGS

９

アルミ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

2

8

3

3

・屋内掲示板    

※6.0　・4.0

不燃メラミン化粧板

・ピクトグラフ・各階案内板

・陸屋根デッキ裏は現場発泡断熱材吹付t30

・ 窓廻りなどの補修材は防水材入りモルタルとする（防火設備建具廻り）

・図示デッキ裏　・屋根面に面する室

・図示外壁　※内面がＧＢ張りの床面から天井までの部分

※5−23−1

・ケイカル板ｔ6 VP

・50

・可動手摺　　　（既製品：取り付けは6−24−4に準ずる）

※（共詳−06）　・図示

・屋上基礎

・塩ビ管とい

・コンクリート笠木（共詳−03（　）　・アルミニウム笠木（共詳−03（　））

・180　・75

　

　

　

（１−01−3：ｔ25）ＲＣ

（１−01−４：ｔ50）ＲＣ

内部仕上げ

床

（２）異なる床仕上げの取合いでくつづり、目地棒がない場合は（4−31−3）による。

（１）特記以外の下地及び詳細番号は下記による。

たたみ

ＲＣ、床用塗料、防塵用塗料

フローリング

ＯＡ

仕上げ種別 

カーペット

磁器質タイル

ＶＳ・VT

（１−02−3）

（１−02−10、ー11：ｔ50）

（１−02ー4、ー5）ＲＣ

（１−01−５または６）

詳細番号

（７）押入（6−46−1）の壁はＧＢ厚さ12.5ｍｍＥＰ塗装突き付けとする。

（３）コンクリート打放しの出隅面取りは20ｍｍ とする。（梁型とも）

（６）ボード壁とサッシ取合いは（2−24−4）又は（2−24−7）とする。

（６）ＧＢ（NC）の大きさ　※910×455mm　・910×910mm

（５）ＤＲの下張りはGB-Rt9.5とする。

（３）押入（６−46−１）の天井はＧＢ厚さ12.5mm塗装有り突き付けとする。

（４）壁〜天井の取合いは特記以外天井付き目地（３−11−３、４、７、８：※見切縁　木製25×25  UC）とする。

（１）軽量鉄骨天井下地は（3−21−1）（3−21−2）（3−21−3）（3−41）（3−42）とする。

（４）下り壁（３−12−１：※塩ビ製見切縁・アルミ製見切縁）の仕上げは壁と同じとする。ただし、下地張りは

（５）ボード壁とＲＣ又はＣＢ壁との取合いは（２−24−6：継目処理の場合　塩ビ製見切縁）とする。

ただし、仕上げ等行わない場合は突き付け（2−03−4）（2−03−13）とする。
塗装仕上げ及び、壁紙張りの場合は継目処理（2−03−1）

内部詳細

ＧＢ（W）

ＲＷ又はＧＷ張り

ＧＢ（NC）

不燃メラミン化粧板

ＤＲ

・25

※12.0

天　　　井
（２）特記以外のボード類は下記による。

種　別 厚さ（mm）

厚さ（mm）

（２）特記以外のボード類は下記による。

種　別 

化粧ケイカル板・不燃メラミン化粧板

（特殊）PW 9.0+12.0

（3−01−2）

（3−01−3）

（3−01−5）

（3−01−13）

下地は製造所の仕様とする

詳細番号

備　　　　　考

ボード張り（軽量鉄骨壁下地：耐火壁）

ボード張り（軽量鉄骨壁下地：防火一般壁）

（１）特記以外の下地及び詳細番号は下記による。

（１）特記以外の下地及び詳細番号は下記による。

柱　　　壁

幅　　　木

ＶＳ（ビニール床シート巻上げ）

ボード張り（ＲＣまたはＣＢ下地）

仕上げ種別 

陶器質タイル（軽量鉄骨壁下地下地）

仕上げ種別 

ＶＢ

ＷＢ（樹種　※ 杉 　・ 檜　）

（2−11−3、ー4）

詳細番号

（2−11−6）：　※ UC仕上（特記を除く）　

（2−11−1）　　

詳細番号

ＯＳ

ＵＣ

ＡＣ

C L

ＦＥ

ＡＥ

ＶＥ

ＭＰ

ＴＥＰ

ＥＰ

ＳＯＰ

ＰＦ板

ケイカル板（Ｐ）

ＧＷ

ＤＲ

ＤＲ（凹凸）

ＧＢ（Ｓ）

ＧＢ（Ｗ）

ＧＢ（D）

アクリル樹脂ワニス塗り（アクリル樹脂クリヤー塗り）

水性１液型ウレタンエマルション塗料（カラー）　Ｆ☆☆☆☆

油性ステイン塗り

塩化ビニル樹脂エナメル塗り

合成樹脂エマルションペイント塗り　Ｆ☆☆☆☆

合成樹脂エマルションペイント模様塗料塗り　Ｆ☆☆☆☆

グラスウール（Ｆ☆☆☆☆）NM-4338

押出法ポリスチレンフォーム保温板

ロックウール化粧吸音板（フラットタイプ）

ロックウール化粧吸音板（凹凸タイプ）

吸音用穴あき無石綿セメントけい酸カルシウム板

化粧せっこうボード（化粧有り）準不燃

クリヤーラッカー塗り

フタル酸樹脂エナメル塗り

アクリル樹脂エナメル塗り

多彩模様塗料塗り

合成樹脂調合ペイント塗り　Ｆ☆☆☆☆ RM-9364

シージングせっこうボード

化粧せっこうボード（木目）

(=GB(R))

ＷＢ

ＶＢ

ＶＴ

ＶＳ

ＲＣ（　）

ＥＣＰパネル 押出成形セメント板

※RC(A)：コンクリート打放し（塗装型枠）の上塗装仕上げ

床：共仕表6.2.4による

共通事項

不燃せっこうボード

木製幅木

ビニル幅木

ビニル床タイル

ビニル床シート

ＲＷ ロックウールガラスクロス張り（Ｆ☆☆☆☆）

庇

外部詳細

屋　　根

軒　　天

巾木・腰

上　　端

下　　端

は　　な

施工箇所

外部仕上げ

壁、柱、はり

床

※ RC(B)増打厚さ25mm（２−02−7およびー8、ー９　※出隅面取り＝20mm　・出隅角面取＝20×20mm）のうえ

・RC(B)下地常温積層防水（保護材シルバー色）

・ＲＣ　増打厚さ10mm

・ユニットタイル（1−01−5）

・100角磁器質タイル（1−01−6）

種　　別

・RC(B)下地常温積層防水（保護材æ◊Ø–Ø∏舗装）

施工箇所

ＧＥＰ つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

ＧＢ（Ｈ） 硬質せっこうボード
（８）陶器質タイルを、軽量鉄骨壁下地のボード面に接着張りを行う場合のボードは、下地張りをＧＢ（Ｓ）、上張りを
　　　ケイカル板（突付け）とする。（2−03−13）

（７）塗装仕上げ及び壁紙張りの場合はＧＢ厚さ12.5mm（継目処理）とする。

（８）外部のＤＲ（軒天）の下地張りはＧＢ厚さ12.5mmとする。

不燃積層せっこうボード（化粧有り：トラバーチン模様）ＧＢ（NC）

ロックウール化粧吸音板（軒天井用：フラットタイプ）

ロックウール化粧吸音板（軒天井用：凹凸タイプ）ＤＲ（軒天凹凸）

ＤＲ（軒天）

高さ（mm）

※75　・60 ・180　

                           

CB：コンクリートブロック下地
LGＳ：軽量鉄骨下地
Ｍ：モルタル下地 　　

下地の区分欄

の略号

ＶＴ（Ｅ） 帯電防止ビニル床タイル

無しとする。

略　　号 仕上げ材等 略　　号 仕上げ材等

ＦＵＥ

ＵＥ（２）

常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗り

２液型ポリウレタンエナメル塗り

　　　　　・12

［（　）の記載がない場合はコンクリート打ちのままとする］

塗装仕上の目地処理（2ー03ー10）

・コンクリートこて仕上げ（１−01−3）

※75　・60　　

※75　・60　　3　（共詳−○○）内の数字は共通詳細図の詳細番号を示す。

2　（○−○○−○）内の数字は建築工事標準詳細図の詳細番号を示す。

1　各項目の※及び ・ の適用は特記仕様書と同じとする。

5　略号は下表による。

内外ともＳＯＰ塗りとする。ただし、和室まわりの木部は塗装白木仕上げとする。

ＰＷ(T1)

ＧＢ（Ｐ） 化粧吸音せっこうボード

針葉樹構造用耐水合板　ｔ4、ｔ9、ｔ12（Ｆ☆☆☆☆）

ＣＴＡ

ＦＰ

ＴＰ

ＯＳＮ

Ａ

(防滑/耐熱）

ＲＣ打放しフッ素樹脂塗装（Ａ種）

ＲＣ打放し透明水性系塗装（Ｂ種）　Ｆ☆☆☆☆

自然塗料（カラー、クリアー）

水性アクリル樹脂系塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

鉱物骨材+耐熱セメント(フェロコンハードＭ同等)

特殊セラミック変性ターペン可溶アクリル樹脂塗料

犬走り・室外機置き場・管理用階段1~4

・室外機基礎：ＲＣ（Ｂ）下地ウレタン系塗膜防水（Ｘ−２）　・架台鉄部：亜鉛ドブ付け

・S下地カラーアルミ角波スパンドレール

窓上

※カラーSUSとい（図示）径＝105、80mm　・　横型　　・たて型　　・カラーVP（5−33）

・排水なし（8−21−1）　　　　　　※排水つき（8−21−2）

・標準型（8−32−1）　　　　　　　※はしご型（8−32−2）　　　・図示

※成型パイプ（7−21）径＝981mm　天板（※無　・有）　耐酸耐熱塗料あり

・一槽型（8−23−1）　　　　　　　・二槽型（8−23−2）

・建家名文字

・くつ洗い流し

・玄関

（共詳−01）

・回転型（8−33−1）　　　　　　　・固定型（8−33−2）

（5−21−1：ステンレス製ふた）

・丸環

・屋上目隠し

・懸垂幕受け金物

・タラップ

・煙突

・吊金物

・雨とい及び

・塔屋取合い

・屋上管類貫通部

・屋上換気塔

・屋上点検口

・屋上パラペット

（5−22−1）

（5−21−2）

共通：防水立上り部

・（共詳−03（　））

・泥だまり、排水つき（８−21−３）　　・図示

・コンクリート笠木（共詳−03（Ｂ））　・コンクリート笠木：断熱防水（共詳−03（　））

ルーフドレン

・アルミニウム笠木（共詳−03（Ｄ））　・アルミニウム笠木：断熱防水（共詳−03（　））・図示

・図面による

モルタル幅木・巾木-MW

（2−11−2、ー9）

GBt12.5+ｔ9.5両面張り、吸音材：GWｔ50充填

（ＧＬ工法：接着材＝11〜13mm）（2枚張り）

※９

※100

（6−46−1　※天袋なし　・天袋あり）

※図示

※集成材（7−12−2〜4）　・図示

・ビニル製（7−12−5〜7：通しのＦＢは38×9.0とする）

（２）ＲＣまたはＣＢ壁に取付く建具は室外側枠納まりとする。

・誘導標識（出入り口・通路誘導）

・奥行き55mm（6−11−3）　・奥行き（120mm）（６−11−４）

・ビニル床タイル（１−21−4）　・しま鋼板ＳＯＰ（1−21−3）

（１）壁当たりとなる開き戸の取付位置は壁面からの逃げ寸法を100mm以上とする。

　　　　コンロ台

※既製品（四国化成 同等：アルメールWF3型）

・表示標識

・郵便受け

・押入

・つり戸だな

・フード

・流し上部水切り

※既製品　　・図示・トイレブース

・肢体不自由者用

・流し台および

便所手すり

・厨房排水金物

・トラフ

・落下防止手すり

・階段手すり

（6−11）

※アルミニウム製（3−31−3）　・木製（3−32−1）　・図示

　　　　　掃除口

・カーテンボックス

・扉

・雨といおよび

種　　別・断熱材

・ステンレス鋼管とい

既製品 （8-101−1　アルミ枠）

　及びブランドボックス

既製品　
（サイン図示） ・各室名札・総合案内板

※鋼管とい（５−32−1および2）

・固定手摺（Ａ）（6−23−1）（6−24−2および4）　　・図示

施工範囲 （7−01−2）

（7−01−2）

ＯＡ：フリーアクセスフロア床組（溝構法）

ＧＢ 9.5/12.5

FH-M 無機質系硬質塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

特殊VS(NC) 特殊防滑性ビニル床シートNC

ＵＣＫ 床用水性無公害封止型塗料　TVOC 31.1ug/m3以下　Ｆ☆☆☆☆

ＤＳＳ 超耐候性・超低汚染溶剤セラミック系塗料（耐候形 1種）

ＥＰＫ 水系ゼロVOC内装用塗料（JIS K 5663 1種）Ｆ☆☆☆☆

屋上

・コンクリート笠木（5-22-2）・アルミ笠木（5-22-3）

・アルミパネル（ステンカラー）

・アルミパネル（ステンカラー）

・アルミパネル（ステンカラー）

・ 図示

・図示

・図示

・図示

ただし、仕上げ等行わない場合は突き付け（2−03−4）（2−03−13）とする。
塗装仕上げ及び、壁紙張りの場合は継目処理（2−03−1）ＧＢ(F)(H) 12.5/9.5

・図示

ＰＴ：プラスチック製束立て(ＣＴ工法)

ＫＴ3：鋼製束立て＋下地ボード

ＫＣ 防腐木材保護塗料（３回塗り）　Ｆ☆☆☆☆

ＰＴＯ：プラスチック製束立て(大引き受けタイプ)

※図示

ＰＦ：ポリスチレンフォーム床下地（床下地のみ）

ALC：軽量気泡コンクリート下地

Ｓ：鉄骨造

※使用材料記号

Ｃ：コンクリート下地

※構造記号 ※下地記号

ＰＷ 針葉樹構造用合板　ｔ4、ｔ9、ｔ12（Ｆ☆☆☆☆）

ケイカル板 けい酸カルシウム板（タイプ２）

玄関ポーチ・スロープ・階段

4　特記以外の木部、鉄面、亜鉛めっき面の各見えがかりは、

□プラットホーム庇

□本体部分

+ケイカル

壁、天井：コンクリート打放し（種別）
※RC(C)：コンクリート打放し補修（普通型枠）ノ上タイル張り

・ 柱鉄部：超耐候性・超低汚染溶剤セラミック系塗料（耐候形 1種）

・ 玄関スロープ：ＲＣ（Ｂ）打放し補修ノ上50角モザイクタイル張り(接着張り）

・ RC(A)ノ上ＦＰ

・金属屋根：Ｓ下地デッキプレートｔ50、高圧木毛セメント板t20、塩化ビニル樹脂製シート防水（機械的固定）

・ 図示

モルタル、防水モルタル （１−01−１）

・図示

※天井裏GWt100敷き込み・外壁面

・階段表示板

ＣＢ コンクリートブロック積み

ＡＬＣパネル 軽量気泡コンクリートパネル

ＫＴ1：H鋼製束立て＋下地ボード
ＫＴ2：鋼製束立て＋下地ボード

ＧＢ

・ RC(B)打放し補修ノ上複層塗材Si(耐候性1種）RM-9362

※RC(B)：コンクリート打放し補修（普通型枠）ノ上塗装仕上げ

・図示

水性硬質ウレタン系塗り床材　Ｆ☆☆☆☆(¿Ã∏ÿ∞ƒMW同等)

ローラースチップル工法・耐熱タイプ（π–∏ÿ∞ƒＥ・VOC同等）
エポキシ樹脂系無溶剤形塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

巾木-E1
3回塗り工法（厚さ約0.4ｍm）（π–∏ÿ∞ƒＥ・VOC同等）
エポキシ樹脂系無溶剤形塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

E・VOC

巾木-ＭW

(防滑/耐熱）

(巾木/溝）

厚さ2.5mm(アルトロセーフティフロアX25,D25同等)

(防滑/耐熱）

厚さ3mm〜6mm

・ ALC版t100縦張り　複層塗材Si(耐候性1種）

・ RC(B)増打厚さ25mm（２−02−7およびー8、ー９　※出隅面取り＝20mm　・出隅角面取＝20×20mm）

・ アルミパネルｔ2.0二次電解着色・ RC(A)ノ上ＦＰ

   補修ノ上複層塗材Si(耐候性1種）RM-9362

□本体部分

ボード張り（軽量鉄骨壁下地：防火遮音壁） ・図示

化粧ケイカルｔ6.0，不燃メラミン化粧板ｔ3.0・図示

GBt12.5+ｔ9.5両面張り・図示

GB-(F)t12.5+GB(H)t9.5両面張り

・図示

ケイカル板

※3.0

※6.0

※9.5

・図示

化粧ケイカル板 ・図示

・図示

・図示

Ｗ：木造下地

抗菌メラミン不燃化粧板：セラール不燃同等

0.8化粧けい酸カルシウム板：ステンド＃400不燃同等

天井:化粧π≤∂Ÿ板A

ＧＢ（Ｆ） 強化せっこうボード

・図示

壁:化粧π≤∂Ÿ板A

0.8化粧けい酸カルシウム板：ステンド＃400不燃同等

・金属屋根１：Ｓ下地特殊嵌合式瓦棒葺き　カラーGL鋼板ｔ0.45内外（30分耐火）
　高圧木毛セメント板ｔ20 ゴムアスファルトルーフィングｔ1.5

□陸屋根
・屋根：ＲＣ（Ｂ）下地環境配慮型常温積層（2層）アスファルト防水（保護材シルバー塗装）

・図示天井　・屋根面に面する室、居室の範囲 （7−01−2）

・現場発泡断熱材ｔ30(ALC裏面,RC面）

超低汚染形セラミックフッ素樹脂塗装

水性硬質ウレタン系塗り床材　Ｆ☆☆☆☆(¿Ã∏ÿ∞ƒMH同等)ＭＨ
(防滑/耐熱）

欠込み目地 10X10 〜＠3ｍ　タテ・ヨコ
厚さ9mm(耐熱120℃）,厚さ6mm(耐熱100℃）

□庇（回収前室前）、西側屋根（車庫）
・金属屋根２：Ｓ下地特殊嵌合式折板葺き（山高さ９０）　カラーGL鋼板ｔ0.8（裏張り：不燃エースt4）

化粧ケイカル板A（天井）ステンド＃400

内装材料について

認定番号材料名

せっこうボードｔ12.5（不燃）

NM-8578

不燃

不燃

仕上げ種類

繊維系壁紙

プラスチック系壁紙

材料名

不燃

不燃

認定番号壁　紙

NM-8619

ロックウール化粧吸音板

硬質せっこうボード

NM-8599

材料名

不燃積層せっこうボード

º∞ºfi›∏fiせっこうボードｔ12.5不燃

準不燃
不燃材料

指定材料

認定番号

NM-9639

内装材については、下表の建設省認定材料（通則的認定又は個別認定）を使用する。（同等品以上とする）

塩化ビニル樹脂系壁紙

厚さ25mm

無機質壁系紙

告示・認定番号

30分

壁
間仕切壁

非耐力壁(防火遮音)

屋根

軒樋（デッキ屋根）

軒裏 ケイカル板（目）　ｔ6.0　VP

有孔ケイカル板（目）　ｔ6.0　VP

柱

階段

建築物の部分 仕様

外壁

床

耐火構造

鉄骨造

不燃材

不燃材

内装材については、下表の国土交通省認定材料（通則的認定又は個別認定）を使用する。（同等品以上とする）

NM-9645

けい酸カルシウム板（タイプ２）せっこうボードｔ9.5（不燃） NM-0441

材料名 下地

不燃

不燃

下地

不燃

準不燃

1階

2階
1h耐火

屋根30分耐火

両面GBt12.5+t9.5張りGWt50

耐火時間

耐力壁

45分

1時間 鉄筋コンクリート厚さ7cm以上

平成12建告第1399号　第1項一号ト

1時間 ALC板ｔ50

1時間

QF045NP-9014

1時間

1時間

構造

45分

FP060NP-0007

平成12建告第1399号　第1項二号イ

平成12建告第1399号　第3項ニ号イ

FP060NE-9293

鉄骨ノ上耐火被覆材

鉄筋コンクリート+QLデッキ

平成12建告第1399号　第3項二号ロ

耐火時間概念図

1階

2階 1h耐火

屋根30分耐火

吹抜面

FP030RF-9114

30分金属屋根(断熱仕様） 嵌合式ºΩ√—折板葺き∂◊∞GL鋼板t0.8

30分金属屋根(東西屋根) 特殊嵌合式瓦棒葺き∂◊∞GL鋼板t0.4

両面GB(F)t21二重片面張り

非耐力壁

非耐力壁(面積区画）

平成12建告第1399号　第6項四号

GLデッキ屋根ステンレス防水t0.4（断熱仕様） FP030RF-0053又はFP030RF-0139

柱・ALC合成

鉄骨の上耐火被覆材

1時間

平成12建告第1399号　第4項三号ニ

NM-1864 NM-8577

NM-8578

NM-8578

NM-2183抗菌メラミン不燃化粧板強化せっこうボード NM-8615

化粧ケイカル板A（壁）ステンド＃400 NM-8577

1時間 FP060NP-0199両面GB(F)t12.5+GB(H)t9.5張りGWt50非耐力壁(面積区画）

はりALC合成：FP060BM-9406

30分陸屋根 鉄筋コンクリート+QLデッキ 平成12建告第1399号　第5項一号

1時間 ALC板ｔ100非耐力壁

吹抜部分概念図

梁

はり・ALC合成

1時間

1時間

FP030RF-0220-1(1)

はり：FP060BM-9408

柱：FP060CN-9460 柱ALC合成：FP060CN-9458
耐火被覆

厚さ25mm

1

7

1

3

1

廊下

１

75

２

W1500

3

1

2 2

2

R面取り共

R面取り共

6

沓刷り御影石
75X25

NM-5365軽量断熱化粧板

排煙上の無窓居室
告示1436号 四-へ-(五)：不燃仕上+不燃下地

採光上の無窓居室の主用構造部（法35条の3）
居室を区画する主用構造部を耐火構造または不燃材料で造る

防火シーリング材（º∞◊›ƒ-40N同等） F-03-04

・ アルミルーバー：二次電解着色 （シルクカラー/理研 同等）（西日を反射させないこと）

一級建築士　
第260191号

荻原正人

二級建築士
第12979号

成田麗未

仕上表-1 A-013
Ａ1版　ー

Ａ3版　ー
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者 担当設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事



排煙上の無窓居室
告示1436号 四-へ-(五)：不燃仕上+不燃下地

採光上の無窓居室の主用構造部（法35条の3）
居室を区画する主用構造部を耐火構造または不燃材料で造る

採光上の
無窓居室

採光上の
無窓居室

採光上の
無窓居室

採光上の
無窓居室

採光上の
無窓居室

採光上の
無窓居室

採光上の
無窓居室

採光上の
無窓居室

下地３：面積区画(1ｈ）:

内 部 仕 上 表

床　　　　　高

下地2

特　　　　　記

下　　　　　地

塗　　　　　装

特　　　　　記

塗　　　　　装

特　　　　　記

壁　　　　　種

塗　　　　　装

特　　　　　記

天　　井　　高

高　　　　　さ

下　　　　　地

WB巾木　Ｈ75

畳敷き　ｔ55

100角磁器質タイル貼り

桧縁甲板 t12,下地PWt12

天井裏断熱材：ＧＷｔ50敷き込み

ケイカル板（目）ｔ6.0　VP

塗　　　　　装

4

10

2

VS 張り（防滑）ｔ2.5

FL±

3

複層塗材 Si

RC(B)打放し補修巾木　Ｈは特記

6

GB（NC）t9.5

ビニルクロス張り(無機質壁系紙：不燃）

6

洗面カウンター

暗幕カーテン・カーテンレール（長さ特記）

H900（巾は特記による）

H900（巾は特記による）

アルミ枠付掲示板　H900（巾は特記による）

特　　　　　記

スクリーン（天井付け用金具共）

横型ブラインド（巾25）

5

10

8

9

床

巾

木

壁

Ｗ

天

井

Ｃ

備

考

Ｓ

天井廻り縁

Ｈ

Ｆ

ホワイトボード　2700ｘ1200

5

8

7

6

5

4

VS 張り　ｔ2.5

下地１

11

VS巾木　Ｈ60

水性アクリル樹脂系塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

塗り床MW(防滑）:t3~6
水性硬質ウレタン塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

特殊VS(NC)防滑/耐熱：t2.5

水性硬質ウレタン系塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

塗り床E・VOC(防滑/耐熱）：

塗り床ＭＨ(防滑/耐熱）:ｔ9 

特殊防滑性ビニル床シートNC

塗り床Ａ：

水性硬質ウレタン系塗り床材　Ｆ☆☆☆☆
塗り床ＭＨ(防滑/耐熱）:ｔ6 

エポキシ樹脂系無溶剤形塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

5

巻上げ工法R20/±Ÿ–±›∏fiŸ NO.20-311S

巾木-MW：巾木排水溝:ｔ3~6 
水性硬質ウレタン系塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

水性アクリル樹脂系塗り床材　Ｆ☆☆☆☆

下地２

ケイカル板張り：ｔ6　ＶＰ

化粧ケイカル板A張り：ｔ6

910Ｘ1820

910Ｘ1820

目地・∫∞≈∞：±Ÿ–ºfiÆ≤≈∞工法

SUS丸ビス止め皿付・∫∞≈∞端部：±Ÿ–ºfiÆ≤≈∞

下地１：一般壁

下地２：防火一般・防火遮音(45h)
LGS両面GBt12.5+GBt9.5張り GWt50

LGS両面GBt12.5張り

屋根下地材表し

断熱材：ＧＷｔ50（24Ｋ）

屋根下地材ノ上

化粧ケイカル板A接着張り：ｔ6 910Ｘ2420

目地：º∞ÿ›∏fi工法5X5・∫∞≈∞：±Ÿ–ºfiÆ≤≈∞

行事用ホワイトボード

上げ下げ行事用ホワイトボード

下足入れ

IH(1口)・シャワー付蛇口

6

1

1

下地３

下地１

1

7

3

4

S下地カラーアルミ角波スパンドレール

１

６

７

８

３

２

５

９

4

3

2

7

流し台（巾は特記による）

2

2

3

9

4特殊ＶＳ巾木　H180 PVC±›∏fiŸ付

グラスウールボードｔ50(ガラスクロス張り）

LGS両面GB(F)t12.5+GB(H)ｔ9.5張り GWt50

目地：º∞ÿ›∏fi工法5X5・∫∞≈∞：±Ÿ–ºfiÆ≤≈∞
化粧メラミン板B接着張り：ｔ3 935Ｘ2455

グラスウールボードｔ50(ガラスクロス張り）

VB巾木　Ｈ75

廃材庫

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

塩ビ(目)

LGS19

2500

3

8

5

GBt12.5

3

油庫

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

塩ビ(目)

LGS19

2500

3

8

5

GBt12.5

検収室

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

4

4

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

4

4

3

3

調理室

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

3000

GBt12.5

66

米庫

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ目)

LGS19

2500

GBt12.5

4

3

5

野菜
下処理室

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

4

3

9

計量

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

4

3

5

肉魚類
下処理室

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

4

9

LGS19

冷凍庫

±０

Ｃ

2500

プレファブ
冷凍庫

仕様による
不燃

LGS

LGS19

GBt12.5

プレファブ
冷凍庫

仕様による
不燃

プレファブ
冷凍庫

仕様による

プレファブ
冷凍庫

仕様による
不燃

9

4

和え物室

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

2500

GBt12.5

4

3

LGS19

33

1　階

3

DRｔ12(捨貼GB-Rｔ9.5）

桧羽目板t12　UC W90 ほんざね縦張り

3

4

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

2500

GBt12.5

4

3

LGS19

3

洗浄室

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

LGS19

GBt12.5

3

（設備工事）

エアシャワー

調理室

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

4

1

8 8 8 88 8 8 88 8 88 88

3

準備室1

±０

Ｃ

75

C

LGS

９

アルミ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

3

4

8

（設備工事）

エアシャワー

荷受室1

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

4

4

3

3

8

泥落とし室

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

4

4

3

3

8

アレルギー
調理室

11ピット内
排水

3

3

4

９

調理員

±０

2500

Ｃ

GB

LGS

塩ビ(目)

LGS19

2

３

GBt12.5

3

60

3

8

WC1,2

洗濯

±０

Ｃ

GB

LGS

LGS19

2500

GBt12.5

塩ビ(目)

2

75

3

8

９

乾燥室 前室 （野菜）

荷受室2

（肉） 食品庫

3

3

コンテナ

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

3000

GBt12.5

LGS19

8

プール

3

準備室2

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

LGS19

2500

GBt12.5

4

3

4

8

3

3

洗剤庫

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

塩ビ(目)

GBt12.5

3

LGS19

4

8

3

3

ゴミ置き場

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

塩ビ(目)

GBt12.5

3

LGS19

4

8

配送前室

9

3

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

GBt12.5

4

LGS19

8

5

回収前室

3

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

GBt12.5

4

LGS19

8

9

5

土間：RC
金ゴテ仕上

塩ビ(目)

3

3

前室
1,2

±０

Ｃ

C/GB

LGS

９

GBt12.5

LGS19

3

8

2500

2

60

75Ｘ20

御影石

250025002500300025002500

2

2

小屋裏
設備機器

ダクトスペース

±０

C

LGS

金属屋根現シ
鉄骨耐火被覆

GBt12.5

GB

現し

PS,EPS

±０

C

LGS

デッキスラブ
梁耐火被覆
現し

GBt12.5

GB

現し

6

3

4

3

7

7

2

33

4 4 4

コンテナ

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

3000

GBt12.5

LGS19

8

5

洗浄

9

4

ピット内
排水

11

4

5

揚物・焼物

±０

Ｃ

180

C

LGS

９

アルミ(目)

3000

GBt12.5

LGS19

3

10

8

6

コーナー

6 6 6
軽量断熱化粧板ｔ20張り 
下地：吊りŒfiŸƒ、≈Øƒ、ÀfiΩ付 ›∂fi∞、野縁受、∏ÿØÃfl、野縁
◊≤ƒºÿ›∏fiºΩ√—天井（東海物産）同等　NM-5365

プレファブ

一級建築士　
第260191号

荻原正人

二級建築士
第12979号

成田麗未

仕上表-2 A-014
Ａ1版　ー

Ａ3版　ー
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一
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1階平面図　S=1/200

敷地境界線

凡 例

申請建物を示す

※CH=○○の数字は天井高さを示す。

�（記入内場合は2FL±0）

特殊建築物500ｍ2以上□排煙設備

□機械排煙 法令126の3による構造とする

法令126の2-1-1□免除Ａ

法令126の2-1-3□免除Ｂ

階段部分、昇降路（乗降ロビー）、その他

耐火構造の床・壁、特定防火設備及び防火設備：100ｍ2以内

□自然排煙 床面積の1/50以上、天井から80ｃｍ以内の範囲

排煙設備凡例

LS

特記以外ＦＬ±0とする(GL+1000)

床下点検口 600角

基準床面からの高さを示す

防煙区画(不燃）

防火区画（面積区画）

屋内消火栓を示す 床下ピットの範囲を示す

設備・備品・什器類

軽量鉄骨下地間仕切壁（両面2重張り1時間耐火）

軽量鉄骨下地間仕切壁（1時間耐火壁）

内壁：ALC版 t100（軽量気泡コンクリートパネル）

避難経路

：GB-Fｔ12.5＋GB-Hｔ9.5両面2重張り

防

特 特定防火設備を示す

防火設備を示す

避難誘導標識の位置を示す

凡　例

±○

外壁：ALC版 t100
（軽量気泡コンクリートパネル）

半乾式吹付ロックウールｔ25
(耐火1h：FP060CN-9460)

外壁断熱材：現場発砲ウレタン吹付t15

軽量間仕切り壁（LGS65,LGS90)

軽量シャッター

誘

露出消火器ボックス位置を示す消

屋外階段
1〜4
寸法

・階段幅：

・踊場幅：

・蹴上げ：

・踏　面：

900

なし

180　≦　220

250　≧　210

廊下の巾
(1階)

・両側居室
　の廊下幅

・片側居室
　の廊下幅

1790　≧　1600

1790　≧     1200

非：非接触センサー

OSS オーバースライダー

手動式

埋込消火器ボックス位置を示す消 内壁断熱材：グラスウールt50 24K

自

手

Ｈ12建告示第1436号ー四ーへ

排煙設備ー告示対応の凡例

□免除Ｃ

※＿の数字は、1FLからの高さを示す。

自動ドアを示す
セ：無目センサー

SS 防火防煙シャッター

玄関階段
・階段5
寸法

・階段幅：

・踊場幅：

・蹴上げ：

・踏　面：

1250　≧　1200

なし

175　≦　180

275　≧　240

※間仕切り壁と調理器具の周囲は、すきまをすべて塞ぎます(仕上表参照）
　また、調理器具及び仕上げ材は、不燃材を使用します

屋外階段
(管理用）
寸法

・階段幅：

・踊場幅：

・蹴上げ：

・踏　面：

900

なし

200　≦　220

250　≧　210

壁・天井＜下地・仕上げ共：不燃以上＞
免除Ｃ（五） 居室：床面積＜100ｍ2以下＞
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敷地境界線

凡 例

申請建物を示す

※CH=○○の数字は天井高さを示す。

�（記入内場合は2FL±0）

特殊建築物500ｍ2以上□排煙設備

□機械排煙 法令126の3による構造とする

法令126の2-1-1□免除Ａ

法令126の2-1-3□免除Ｂ

階段部分、昇降路（乗降ロビー）、その他

耐火構造の床・壁、特定防火設備及び防火設備：100ｍ2以内

□自然排煙 床面積の1/50以上、天井から80ｃｍ以内の範囲

排煙設備凡例

LS

特記以外ＦＬ±0とする(GL+1000)

床下点検口 600角

基準床面からの高さを示す

防煙区画(不燃）

防火区画（面積区画）

屋内消火栓を示す 床下ピットの範囲を示す

設備・備品・什器類

軽量鉄骨下地間仕切壁（両面2重張り1時間耐火）

軽量鉄骨下地間仕切壁（1時間耐火壁）

内壁：ALC版 t100（軽量気泡コンクリートパネル）

避難経路

：GB-Fｔ12.5＋GB-Hｔ9.5両面2重張り

防

特 特定防火設備を示す

防火設備を示す

避難誘導標識の位置を示す

凡　例

±○

外壁：ALC版 t100
（軽量気泡コンクリートパネル）

半乾式吹付ロックウールｔ25
(耐火1h：FP060CN-9460)

外壁断熱材：現場発砲ウレタン吹付t15

軽量間仕切り壁（LGS65,LGS90)

軽量シャッター

誘

露出消火器ボックス位置を示す消

屋外階段
1〜4
寸法

・階段幅：

・踊場幅：

・蹴上げ：

・踏　面：

900

なし

180　≦　220

250　≧　210

廊下の巾
(1階)

・両側居室
　の廊下幅

・片側居室
　の廊下幅

1790　≧　1600

1790　≧     1200

非：非接触センサー

OSS オーバースライダー

手動式

埋込消火器ボックス位置を示す消 内壁断熱材：グラスウールt50 24K

自

手

Ｈ12建告示第1436号ー四ーへ

排煙設備ー告示対応の凡例

□免除Ｃ

を示す

※＿の数字は、1FLからの高さを示す。

自動ドアを示す
セ：無目センサー

SS 防火防煙シャッター

玄関階段
・階段5
寸法

・階段幅：

・踊場幅：

・蹴上げ：

・踏　面：

1250　≧　1200

なし

175　≦　180

275　≧　240

屋外階段
(管理用）
寸法

・階段幅：

・踊場幅：

・蹴上げ：

・踏　面：

900

なし

200　≦　220

250　≧　210

壁・天井＜下地・仕上げ共：不燃以上＞
免除Ｃ（五） 居室：床面積＜100ｍ2以下＞

室外機置場

小屋裏設備スペース
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外�部�仕�上�凡�例

床 巾木 壁・柱 屋�根 庇上端 庇下端 破風・鼻隠シ記号

ポーチ（歩道用）

：RC直金コテ仕上げ（目地共）

RC打放し補修�刷毛引き仕上げ

庇はな バルコニー手摺 竪樋・軒樋 軒天 建具

RC打放し補修�複層塗材Si
下地RC、ALC版

シャッター

記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号ロ

ホ1

ヘ

チ2 リ2

イ ヌハ 雑記号 記号ヲ 笠木

ヲ1

ワルリチト

ヘ1

ホニ

ハ2

ハ1イ1 アルミカラースパンドレール

外装薄塗り材Si（アクリル系）
下地RC

ヌ1

50角モザイクタイル張り

アルミパネルt2.0カラー

竪樋：SUS φ105
ステンレス水切りt2.0�
45X45/45°

ヌ2

カ

カ2

ト1 リ1 ル1

ウレタン塗膜防水（X-2)

ニ1

ニ2

ヘ3

ホ2

アルミパネルt2.0カラー

ハ3 ニ3 ヌ3

軒樋：SUS 150角

ヲ2

ワ1

カ3

ル2ト2ヘ2

ホ3

：磁器質タイル100角

：磁器質タイル100角
スロープ（スロープ用）

イ2

犬走り・室外機置き場
イ3

ロ1 下地：高圧木毛セメント板t20

環境配慮型常温積層ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
（2層）シルバー仕上

アルミパネルt2.0カラー

ト3

チ1

カラーGL鋼板t0.8

カラーGL鋼板t0.4 手摺：

セラミック系塗装（耐候性1種）
鉄部：

アルミニウム製建具（二次電解色）

ヲ3
庇：塩ビシート防水 t1.5

ワ2

ル3 ケイカル板（目）VP

ロ2

複層塗材Si（1種）�

下地RC

下地RC、ALC版
特殊嵌合式瓦棒葺き
ｶﾗｰGL鋼板t0.4

カラーGL鋼板t0.4

フッ素GL鋼板t0.45
大庇：
ステンレスシームレス防水t0.4

溶融亜鉛メッキドブ付け

鋼製建具

笠木材W200（DSは特記）
アルミニウム製（二次電解色）

アルミパネルt2.0（二次電解色）
曲げ加工（DSは特記） 架台鉄骨：亜鉛メッキドブ付け

室外機基礎：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)

塗装型枠コンクリート打放し
フッ素樹脂塗装

超低汚染形
セラミック
フッ素樹脂塗装

カ1 亜鉛メッキドブ付けアングル
雪止め金物：受け金物亜鉛メッキドブ付

ハゼ式折板葺きH90
ｶﾗｰGL鋼板t0.6

竪樋：SUS�φ80
ハト小屋壁：RC壁補修複層塗材E

ハト小屋屋根：≥⁄¿›塗膜防水(X-2)

1
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排水ドレン φ80用 排水ドレン φ80用
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一級建築士　
第260191号

荻原正人

二級建築士
第12979号

成田麗未

屋根伏図 A-018
Ａ1版　1/100

Ａ3版　1/200
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者 担当設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事



外�部�仕�上�凡�例

床 巾木 壁・柱 屋�根 庇上端 庇下端 破風・鼻隠シ記号

ポーチ（歩道用）

：RC直金コテ仕上げ（目地共）

RC打放し補修�刷毛引き仕上げ

庇はな バルコニー手摺 竪樋・軒樋 軒天 建具

RC打放し補修�複層塗材Si
下地RC

シャッター

記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号ロ

ホ1

ヘ

チ2 リ2

イ ヌハ 雑記号 記号ヲ 笠木

ヲ1

ワルリチト

ヘ1

ホニ

ハ2

ハ1イ1 アルミカラースパンドレール

外装薄塗り材Si（アクリル系）
下地RC

ヌ1

45丁掛けタイル張り

アルミパネルt2.0カラー

竪樋：SUS φ105
ステンレス水切りt2.0�
45X45/45°

ヌ2

カ

カ2

ト1 リ1 ル1

ウレタン塗膜防水（X-2)

ニ1

ニ2

ヘ3

ホ2

アルミパネルt2.0カラー

ハ3 ニ3 ヌ3

軒樋：SUS 150角

ヲ2

ワ1

カ3

ル2ト2ヘ2

ホ3

：磁器質タイル100角

：磁器質タイル100角
スロープ（スロープ用）

イ2

犬走り・室外機置き場
イ3

ロ1 下地：高圧木毛セメント板t20

環境配慮型常温積層ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
（2層）シルバー仕上

アルミパネルt2.0カラー

ト3

チ1

カラーGL鋼板t0.8

カラーGL鋼板t0.4 手摺：

セラミック系塗装（耐候性1種）
鉄部：

アルミニウム製建具（二次電解色）

ヲ3
庇：ウレタン塗膜防水（X-2）

ワ2

ル3 ケイカル板（目）VP

ロ2

複層塗材Si（1種）�

下地RC

下地ALC版
カラーGL鋼板t0.4

フッ素GL鋼板t0.45
大庇：
ステンレスシームレス防水t0.4

溶融亜鉛メッキドブ付け

鋼製建具

笠木材（DSは特記）
アルミニウム製（二次電解色）

アルミパネルt2.0（二次電解色）
曲げ加工（DSは特記） 架台鉄骨：亜鉛メッキドブ付け

室外機基礎：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)

金属サイディングt18
下地GB-Rt12 防湿シート

超低汚染形
セラミック
フッ素樹脂塗装

カ1 亜鉛メッキドブ付けアングル
雪止め金物：受け金物亜鉛メッキドブ付

竪樋：SUS�φ80
防鳥ネット　15ｍｍ角

特殊嵌合式瓦棒葺き
ｶﾗｰGL鋼板t0.4

ハゼ式折板葺きH90
ｶﾗｰGL鋼板t0.6
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工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者 担当設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事

南立面図  S=1/200

東立面図  S=1/200
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プラットホーム 展開図  S=1/200
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ポーチ 展開図  S=1/200
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外�部�仕�上�凡�例

床 巾木 壁・柱 屋�根 庇上端 庇下端 破風・鼻隠シ記号

ポーチ（歩道用）

：RC直金コテ仕上げ（目地共）

RC打放し補修�刷毛引き仕上げ

庇はな バルコニー手摺 竪樋・軒樋 軒天 建具

RC打放し補修�複層塗材Si
下地RC

シャッター

記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号 記号ロ

ホ1

ヘ

チ2 リ2

イ ヌハ 雑記号 記号ヲ 笠木

ヲ1

ワルリチト

ヘ1

ホニ

ハ2

ハ1イ1 アルミカラースパンドレール

外装薄塗り材Si（アクリル系）
下地RC

ヌ1

45丁掛けタイル張り

アルミパネルt2.0カラー

竪樋：SUS φ105
ステンレス水切りt2.0�
45X45/45°

ヌ2

カ

カ2

ト1 リ1 ル1

ウレタン塗膜防水（X-2)

ニ1

ニ2

ヘ3

ホ2

アルミパネルt2.0カラー

ハ3 ニ3 ヌ3

軒樋：SUS 150角

ヲ2

ワ1

カ3

ル2ト2ヘ2

ホ3

：磁器質タイル100角

：磁器質タイル100角
スロープ（スロープ用）

イ2

犬走り・室外機置き場
イ3

ロ1 下地：高圧木毛セメント板t20

環境配慮型常温積層ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
（2層）シルバー仕上

アルミパネルt2.0カラー

ト3

チ1

カラーGL鋼板t0.8

カラーGL鋼板t0.4 手摺：

セラミック系塗装（耐候性1種）
鉄部：

アルミニウム製建具（二次電解色）

ヲ3
庇：ウレタン塗膜防水（X-2）

ワ2

ル3 ケイカル板（目）VP

ロ2

複層塗材Si（1種）�

下地RC

下地ALC版
カラーGL鋼板t0.4

フッ素GL鋼板t0.45
大庇：
ステンレスシームレス防水t0.4

溶融亜鉛メッキドブ付け

鋼製建具

笠木材（DSは特記）
アルミニウム製（二次電解色）

アルミパネルt2.0（二次電解色）
曲げ加工（DSは特記） 架台鉄骨：亜鉛メッキドブ付け

室外機基礎：ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(X-2)

金属サイディングt18
下地GB-Rt12 防湿シート

超低汚染形
セラミック
フッ素樹脂塗装

カ1 亜鉛メッキドブ付けアングル
雪止め金物：受け金物亜鉛メッキドブ付

竪樋：SUS�φ80
防鳥ネット　15ｍｍ角

特殊嵌合式瓦棒葺き
ｶﾗｰGL鋼板t0.4

ハゼ式折板葺きH90
ｶﾗｰGL鋼板t0.6
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群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者 担当設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事

北立面図  S=1/200

西立面図  S=1/200

FF

90° 90°

90°

ルーバー奥壁面 展開図  S=1/200

90°

ピット点検口
アルミガラリ戸

ピット点検口
アルミガラリ戸

ドックシェルター
OSシャッター

車止め
ストッパー

10
1.5

ニ1

ニ1

ニ2

ニ2ニ2

ニ2 ハ3 ワ1

ワ1 ワ1

ワ1

ハ3

チ1

チ1 ハ1

ハ1

ハ1 ハ1 ハ1ハ1ハ1

ロ1

ロ1

ヌ3 ヌ3

ヌ2

アルミ下見切 ヲ1

ヌ3 ヌ2

ヌ2

ヌ3 ヌ3 ヌ3

ハ2

カ3カ3

カ3



断面キープラン

A

A'

C'

C

B'

B

7
0
0

隣
地
境
界
線

道
路
境
界
線

1000
道
路
境
界
線

7
0
0

隣
地
境
界
線

道
路
境
界
線

1720 6000

1

1.5

道路斜線制限
1/1.5水平距離20mの範囲

砂
防
区
域

2
5
0

2000

2000

9
0
0

5
0

5
0

5
0 4
0
0

8
2
5
0

0

900

4930

7881
最高高さ8250

3
6
9

9
0
0

2
9
5
1

4
0
3
0

ZR

Z0

Z1

Z2

RF

GL

1FL

2FL

8
2
5
0

0

900

4930

7881
最高高さ8250

3
6
9

2
9
5
1

ZR

Z0

Z1

Z2

RF

GL

1FL

2FL

9
0
0

4
0
3
0

Z2
Z2SL

ZSR-1

Z2

ZSR

水下

水上

5
0

1
3
0

3
1
0
0

4
0
04

0
0

1550

2000

450

C
H

=
3
0
0
0

C
H

=
3
0
0
0

C
H

=
2
5
0
0

C
H

=
3
0
0
0

C
H

=
3
0
0
0

C
H

=
2
5
0
0

C
H

=
2
5
0
0

C
H

=
2
5
0
0

C
H

=
2
5
0
0

C
H

=
2
5
0
0

ピット ピットピット

4
0

8
6
0

1
6
0
0

Z2SL

ZSR-1

Z2

ZSR

水下

水上

9
0
0

1
3
0

3
1
0
0

4
0
04

0
0

9
0
0

Z2
水下

9
0
0

1
0
0

3
9
3
0

水上

▽河川

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6X-1

Y0 Y1 Y2 Y3 Y4

770 770

770

770

C
H

=
2
5
0
0

4
0

2
3
4
5

5
0
0

C
H

=
2
5
0
0

770

770

2
0
0
0

1
9
2
9

4
0
7

4
5
0

2
0
9
4

230

2
1
0
0

C
H

=
3
0
0
0

C
H

=
2
5
0
0

C
H

=
2
5
0
0

C
H

=
2
5
0
0

4
0

8
6
0

1
6
0
05

0
0

9
0
0

1
1
0
0

C
H

=
3
0
0
0

4
0

8
6
0

4
0

2
0
0
0

4
6
0

C
H

=
2
5
0
0

C
H

=
2
5
0
0

1
1
5

6770 7000 6770 40902500 230

5500 5500 6000 6000 7000 6770

2305500

230

6235

9
0
0

5
0

5
0

5
0

2306770 7000 6770 40902500 230
230

230

36770
道
路
境
界
線

河
川
境
界
線

10000

3
8
5
0

5001600 8000

検収室 湯沸室
玄関

ホール

小屋裏設備機械置場

揚げ物・焼き物米飯調理 休憩室和え物室 廊下調理室

設備機械置場小屋裏メンテナンス通路

準備室

湯沸室 事務室
調理員

WC
配送室 前室洗濯室調理室

±⁄Ÿ∑fi∞食
調理室

洗浄室
コンテナ
プール

小屋裏設備機械置場 小屋裏設備機械置場小屋裏メンテナンス通路 小屋裏メンテナンス通路

10
1.5

A-A'断面図  1/100

C-C'断面図  1/200

10
1.5

B-B'断面図  1/200

3
2
0
0

8
0
0

4
0
0
0

一級建築士　
第260191号

荻原正人

二級建築士
第12979号

成田麗未

断面図 A-021
Ａ1版　1/100

Ａ3版　1/200
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者 担当設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事



皆野町新学校給食センター建設工事
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者

一級建築士　
第260191号

荻原正人 担当設計者

一級建築士
第260191号

荻原正人一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

矩形図1-1 R07.03 A-022皆野町新学校給食センター建設工事
Ａ1版　1/30
Ａ3版　1/60

21
00

500 7000

上部フード 釡上部フード

90
0

1200

上部フード

21
00

21
00

90
0

90
0

1200

アルミ製建具：外倒し窓
網戸付き

1
3
0

9
0
0

1
7
5

1
8
0

6
0

3
0
06

0

255

25

145

425

400

7
2
5

2
5

1
7
5

1
0
0
0

7
2
5

5
0

7
5

6
0
0

2
5
0

9
0
0

1
0
0

8
7
5

6
5
0

770

9
0
0

4
0

2
1
0
0

8
6
0

9
0
0

22
0

C
H

=3
00

0
58

0
10

0

88
6

18
0

19
3617

56

1
7
5

38202950

2500

10
0

22
0

C
H

=2
50

0
10

80
10

0 22
0

C
H

=2
50

0
10

80
10

0

75
0

18
0

90
0

1
0
0

25
0

18
0

50

7000

24630

230 6770 6770

Y0

Xn

Y1 Y1 Y2

最高高さ

1FL

RF

2FL

8
2
5
0

4
0
3
0

1000

1000

8240

3
6
9

1
0
0
0

4960

2
9
5
1

ピット

Ｚ0

ＺR

Ｚ1

Ｚ2

8410

9
0
0

0 GL

水上

水下1
0
0

揚げ物・焼き物米飯調理 和え物室調理室 アレルギー調理室

小屋裏設備機械置場

雪止めアングル：ステンレス製
ステンレス製受け金物

雪止めアングル：ステンレス製
ステンレス製受け金物

軒樋：ステンレスカラー150角

カラーＧＬ鋼板ｔ0.4
屋根：特殊瓦棒葺き（SR-2型）

下地2：ゴムアスルーフィングt1.5
下地1：高圧木毛メント板t20

軒天:ケイカル板(目)張り t6 VP
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カラーＧＬ鋼板ｔ0.4
屋根：特殊瓦棒葺き（SR-2型）

下地2：ゴムアスルーフィングt1.5
下地1：高圧木毛メント板t20

棟包み：カラーＧＬ鋼板ｔ0.4
下地：高圧木毛メント板t20

小屋裏設備機械置場

ウレタン塗膜防水(X-2)
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グラスウールｔ50（ガラスクロス貼り）不燃
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ウレタン塗膜防水(X-2)
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アスファルト舗装(外構工事):勾配1/75

竪樋：ステンレスカラー80φ
軒天:ケイカル板(目)張り t6 VP

58
0

10
1

C
H

=3
00

0

430

300

17
00

30
0

通しアングル受け：
C-100×50×5×7.5＠900

通しアングル：L-65×65×6

イナズマプレート

ネオプレンゴムt15接着張り

外部巾木：RC(B)打放し補修
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防火設備水圧開放装置付き

オーバースライダー
天井レール亜鉛メッキ処理

天井裏レール受け材：100角x2.3
（建築工事）

下地：コンクリート直金コテ仕上
床：特殊ビニル床シートｔ2.5

断熱材:GW t50
天井:化粧ケイカル板Ａ張り t6

C
H

=3
00

0

1825

15
0

15
0

60
0

1
5
0
0

1
8
0

1
5

9
0
0

洗浄室

コーナーガード
樹脂製65x65x10xL1500

ステンレスガード
SUS304HL φ35

10
00

600
1600
1000

10
00

600

40
025

0

17
5

22
5

皆野町新学校給食センター建設工事
群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表
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配送車
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アスファルト舗装(外構工事):勾配1/75

外部巾木：RC(B)打放し補修

衝突防止ゴム(ゴム-100)
150×130(M12ボルト止め)
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上部枠45°
アルミ曲げ加工(建具工事）：

アルミ製建具:上吊り自閉式片引き戸

床：RC直金コテノ上
表面強化剤塗布仕上げ

外部巾木：RC(B)打放し補修

天井:ケイカル板(目)張り t6 VP
断熱材:GW t50

柱型：ALCt50ノ上
複層塗り材Si
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アルミ壁水切り

アルミルーバー（二次電解着色）
100x50xH1900～2400~@300

軒天:ケイカル板(目)張り t6 VP

破風板：カラーガルバリウム鋼板t0.4
下地：高圧木毛セメント板t20

カラーＧＬ鋼板ｔ0.4
屋根：特殊瓦棒葺き（SR-2型）
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断熱材：
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断熱材:GW t50

薄塗りモルタルt5下地
巾木：床仕上げ同材

下地：コンクリート直金ゴテ
床：特殊VS(NC)防滑t2.5
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竪樋：ステンレスカラー80φ

鋳鉄製
縦引きドレイン：φ80用
庇防水：塩ビシート防水t1.5（絶縁工法）
高圧木片セメント板t20(デッキプレート50H)

アルミ笠木（二次電解着色）：Ｗ200
捨テGL鋼板t0.4共

廻縁

下部アルミ水切りW100

庇:金属サイディングt18横張り
働き幅300（防火構造）
下地GB-Rt12.5の上防湿シートt0.15

軒天:ケイカル板(目)張り t6 VP
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保護モルタル直金コテt25（建築工事）

無収縮モルタル充填
50X200(建築工事)

鉄筋D10～＠200縦横共
床：水系硬質ウレタン仕上ｔ6(ＭＨ工法)
下地：コンクリート直金ゴテ(建築工事)
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タイル張り

床：VS張りｔ2.5
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床見切：FB-SUS304 ｔ8 H30

床：VS張りｔ2.5床：VS張りｔ2.5

床：VS張りｔ2.5

床：VS張り(防滑）
　  ｔ2.5

床：VS張り(防滑)ｔ2.5

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床見切：溶接棒

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：エポキシ樹脂系
　　無溶剤形塗り床材

床：エポキシ樹脂系
　　無溶剤形塗り床材

床：特殊防滑性
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床見切：FB-SUS304
ｔ8 H30

畳寄せ：桧60X30

床：畳敷きｔ40

床：桧縁甲板ｔ12
　　下地PWｔ12

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：水性硬質ウレタン系
　　塗り床材ｔ6

床見切：PVCアングル
　　　　FB-SUS304 ｔ8 H30

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：VS張り(防滑）
　  ｔ2.5

床：水性硬質ウレタン系
　　塗り床材ｔ6

床見切：溶接棒

ライニング：SUSｔ0.8 
　　　　　　W120 H20

ライニング：SUSｔ0.8 
　　　　　　W120 H20

床：RC金ゴテ仕上
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床見切：FB-SUS304
ｔ8 H30

床見切：FB-SUS304
ｔ8 H30

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：水性硬質ウレタン系
　　塗り床材ｔ9

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：水性硬質ウレタン系
　　塗り床材ｔ6

床見切：PVCアングル
　　　　FB-SUS304 ｔ8 H30

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：特殊防滑性
　　ビニル床シートNC

床：VS張り(防滑）
　  ｔ2.5

床：VS張り(防滑）
　  ｔ2.5

床：水性硬質ウレタン系
　　塗り床材ｔ6

床：水性硬質ウレタン系
　　塗り床材ｔ6

ライニング：SUSｔ0.8 
　　　　　　W120 H20

床：RC金ゴテ仕上 床：RC金ゴテ仕上
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一級建築士　
第260191号

荻原正人

二級建築士
第12979号

成田麗未

展開図-1 A-030
Ａ1版　1/50
Ａ3版　1/100

群馬県前橋市日吉町一丁目3-6　TEL (027)231-3060 代表

一級建築士　第252777号

萩原憲一

工 事 件 名 図 面 名 称 縮 尺 設計年月日 訂正年月日 照査・検図 図 面 番 号総括設計者 担当設計者一級建築士事務所・群馬県 登録　47号 管理建築士

R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事

9
2
5

化粧鏡

450×600

(機械設備工事)

甲板：御影石ｔ25

ライニング：
LGS65下地耐水合板t15
メラミン不燃板ｔ3張り

総合分電盤
(電気設備）

9
2
5

9
2
5

化粧鏡

450×600

(機械設備工事)

カウンター：
タモ集成材t30x1240x250

F9
0
0

F 9
0
0

壁：メラミン化粧板ｔ3
(建築工事）

甲板：SUSt1.5 25x120(建築工事）

吊り戸棚
（家具工事）

流し台
（家具工事）

下足入
（家具工事）

吊り戸棚
（家具工事）

流し台
（家具工事）

下足入
（家具工事）下足入

（家具工事）
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230 230
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アキ

下足入
（家具工事）

幕板：メラミン化粧合板ｔ25
(建築工事）

アイキャッチφ30 SUSｔ1.0

アイキャッチφ30 SUSｔ1.0

±Ÿ–∂∞√›ŒfiØ∏Ω付120×85

SUS沓摺

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　風除室

LGS下地 DRｔ12(直張り）

100角磁器質タイル張り

御影石 H75

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
ビニルクロス張り

流し台(IH）

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　湯沸室

LGS下地ケイカル板（目）ｔ6.0　VP

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
ビニルクロス張り

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　玄関ホール

LGS下地 DRｔ12(直張り）

VS 張り　ｔ2.5

VB巾木　Ｈ75

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
ビニルクロス張り

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　事務室

LGS下地 DRｔ12(直張り）

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
ビニルクロス張り

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　廊下

LGS下地 GB（NC)ｔ9.5

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
ビニルクロス張り

収納棚

下足入（家具工事）・掲示板

カウンター

甲板：御影石ｔ25
ライニング：LGS65下地耐水合板t15
　　　　　　メラミン不燃板ｔ3張り

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　更衣室

LGS下地 DRｔ12(直張り）

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
ビニルクロス張り

VS 張り　ｔ2.5

VB巾木　Ｈ75

VS 張り　ｔ2.5

VB巾木　Ｈ75

VS 張り　ｔ2.5

VB巾木　Ｈ75

VS 張り　ｔ2.5

VB巾木　Ｈ75



一級建築士　
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展開図-2 A-031
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Ａ3版　1/100
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一級建築士　第252777号

萩原憲一
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R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事

ベビーシート
（設備工事）

化粧鏡
（設備工事）
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甲板：御影石ｔ25
ライニング：
LGS65下地耐水合板t15
メラミン不燃板ｔ3張り
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（設備工事）
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壁掛けW300
Sフック3コ

畳敷きｔ55
ポリスチレンフォーム下地ｔ50

畳敷きｔ55
ポリスチレンフォーム下地ｔ50

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　男子更衣室

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　多目的WC

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　女子更衣室

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
ビニルクロス張り

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　WC1

1階　職員休憩室

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

甲板：御影石ｔ25
ライニング：LGS65下地耐水合板t15
　　　　　　メラミン不燃板ｔ3張り

甲板：御影石ｔ25
ライニング：LGS65下地耐水合板t15
　　　　　　メラミン不燃板ｔ3張り

LGS下地ケイカル板（目）ｔ6.0　VP

VS 張り（防滑）ｔ2.5

VB巾木　Ｈ60

LGS下地 GB（NC)ｔ9.5

VS 張り　ｔ2.5

VB巾木　Ｈ75

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
ビニルクロス張り

LGS下地 GB（NC)ｔ9.5

VS 張り　ｔ2.5

VB巾木　Ｈ75

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
ビニルクロス張り

LGS下地 GB（NC)ｔ9.5

VS 張り　ｔ2.5

VB巾木　Ｈ75

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6

LGS下地ケイカル板（目）ｔ6.0　VP

VS 張り（防滑）ｔ2.5

VB巾木　Ｈ60
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R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事
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化粧鏡
（設備工事）
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化粧鏡

450×600

(機械設備工事)

甲板：御影石ｔ25

ライニング：
LGS65下地耐水合板t15
メラミン不燃板ｔ3張り
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壁掛けW300
Sフック3コ

壁掛けW300
Sフック3コ

1階　倉庫

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　洗濯乾燥室

1階　準備室1

1階　調理室前室

1階　備品庫

1階　調理員WC1

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　調理員廊下

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

甲板：御影石ｔ25
ライニング：LGS65下地耐水合板t15
　　　　　　メラミン不燃板ｔ3張り

甲板：御影石ｔ25
ライニング：LGS65下地耐水合板t15
　　　　　　メラミン不燃板ｔ3張り

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
ビニルクロス張り

LGS下地 GB（NC)ｔ9.5

VS 張り　ｔ2.5

VB巾木　Ｈ75

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6

LGS下地 GB（NC)ｔ9.5

VS 張り　ｔ2.5

VB巾木　Ｈ75

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6

LGS下地ケイカル板（目）ｔ6.0　VP

特殊VS(NC)防滑/耐熱：t2.5
特殊防滑性ビニル床シートNC

VB巾木　Ｈ75

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6

LGS下地ケイカル板（目）ｔ6.0　VP

VS 張り（防滑）ｔ2.5

VB巾木　Ｈ60

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6

LGS下地 GB（NC)ｔ9.5

VS 張り（防滑）ｔ2.5

VB巾木　Ｈ75

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6

LGS下地 化粧ケイカル板A張りｔ6.0

特殊VS(NC)防滑/耐熱：t2.5
特殊防滑性ビニル床シートNC

特殊ＶＳ巾木　H180
巻上げ工法R20/±Ÿ–±›∏fiŸ 

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6

LGS下地 化粧ケイカル板A張りｔ6.0

特殊VS(NC)防滑/耐熱：t2.5
特殊防滑性ビニル床シートNC

VB巾木　Ｈ75

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　調理員WC2

甲板：御影石ｔ25
ライニング：LGS65下地耐水合板t15
　　　　　　メラミン不燃板ｔ3張り

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6

LGS下地ケイカル板（目）ｔ6.0　VP

VS 張り（防滑）ｔ2.5

VB巾木　Ｈ60

巾木下地：GB-Rt12.5
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R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事
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-イ- -ロ- -ハ- -二-

アキ アキ

アキ

アキ
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1階　検収室

1階　荷受室1（野菜） 1階　泥落とし室

1階　油庫

1階　廃棄庫 1階　荷受室2（肉）

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

LGS下地ケイカル板（目）ｔ6.0 VP

塗り床E・VOC(防滑/耐熱）
エポキシ樹脂系無溶剤形塗り床材

RC(B)打放し補修巾木  H180
水性アクリル樹脂系塗り床材

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6.0

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

甲板：御影石ｔ25
ライニング：LGS65下地耐水合板t15
　　　　　　メラミン不燃板ｔ3張り

甲板：御影石ｔ25
ライニング：LGS65下地耐水合板t15
　　　　　　メラミン不燃板ｔ3張り

甲板：御影石ｔ25
ライニング：LGS65下地耐水合板t15
　　　　　　メラミン不燃板ｔ3張り

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6

LGS下地 化粧ケイカル板A張りｔ6.0

特殊VS(NC)防滑/耐熱：t2.5
特殊防滑性ビニル床シートNC

特殊ＶＳ巾木　H180
巻上げ工法R20/±Ÿ–±›∏fiŸ 

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6

LGS下地 化粧ケイカル板A張りｔ6.0

特殊VS(NC)防滑/耐熱：t2.5
特殊防滑性ビニル床シートNC

特殊ＶＳ巾木　H180
巻上げ工法R20/±Ÿ–±›∏fiŸ 

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6.0

LGS下地 化粧ケイカル板A張りｔ6.0

特殊VS(NC)防滑/耐熱：t2.5
特殊防滑性ビニル床シートNC

特殊ＶＳ巾木　H180
巻上げ工法R20/±Ÿ–±›∏fiŸ 

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6

LGS下地 化粧ケイカル板A張りｔ6.0

特殊VS(NC)防滑/耐熱：t2.5
特殊防滑性ビニル床シートNC

特殊ＶＳ巾木　H180
巻上げ工法R20/±Ÿ–±›∏fiŸ 

LGS下地ケイカル板（目）ｔ6.0 VP

塗り床E・VOC(防滑/耐熱）
エポキシ樹脂系無溶剤形塗り床材

RC(B)打放し補修巾木  H180
水性アクリル樹脂系塗り床材

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6.0

巾木下地：GB-Rt12.5
巾木下地：GB-Rt12.5

巾木下地：GB-Rt12.5巾木下地：GB-Rt12.5

巾木下地：GB-Rt12.5

巾木下地：GB-Rt12.5 巾木下地：GB-Rt12.5

巾木下地：GB-Rt12.5

巾木下地：GB-Rt12.5

巾木下地：GB-Rt12.5
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1階　野菜下処理室

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

床

巾木

壁

天井

備考

1階　調理室

1階　米庫

1階　計量食品庫

1階　肉魚下処理室

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

仕　　上

甲板：御影石ｔ25
ライニング：LGS65下地耐水合板t15
　　　　　　メラミン不燃板ｔ3張り

甲板：御影石ｔ25
ライニング：LGS65下地耐水合板t15
　　　　　　メラミン不燃板ｔ3張り

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6.0

LGS下地 化粧ケイカル板A張りｔ6.0

塗り床ＭＨ(防滑/耐熱）ｔ6 .0
水性硬質ウレタン系塗り床材

巾木-MWｔ3~6　H180
水性硬質ウレタン系塗り床材

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6.0

LGS下地 化粧ケイカル板A張りｔ6.0

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6.0

LGS下地 化粧ケイカル板A張りｔ6.0

塗り床ＭＨ(防滑/耐熱）ｔ6 .0
水性硬質ウレタン系塗り床材

巾木-MWｔ3~6　H180
水性硬質ウレタン系塗り床材

特殊VS(NC)防滑/耐熱：t2.5
特殊防滑性ビニル床シートNC

特殊ＶＳ巾木　H180
巻上げ工法R20/±Ÿ–±›∏fiŸ 

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6.0

LGS下地 化粧ケイカル板A張りｔ6.0

特殊VS(NC)防滑/耐熱：t2.5
特殊防滑性ビニル床シートNC

特殊ＶＳ巾木　H180
巻上げ工法R20/±Ÿ–±›∏fiŸ 

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6.0

LGS下地 軽量•断熱化粧板ｔ20張り

特殊VS(NC)防滑/耐熱：t2.5
特殊防滑性ビニル床シートNC

特殊ＶＳ巾木　H180
巻上げ工法R20/±Ÿ–±›∏fiŸ 

壁コーナー：樹脂既製品
60X60 R10面 H1500

壁コーナー：樹脂既製品
60X60 R10面 H1500

壁コーナー：樹脂既製品
60X60 R10面 H1500

壁コーナー：樹脂既製品
60X60 R10面 H1500

巾木：MWｔ3~6  H180
水性硬質ウレタン系塗り床材

巾木下地：GB-Rt12.5 巾木下地：GB-Rt12.5

巾木下地：GB-Rt12.5

巾木下地：GB-Rt12.5
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R07.03皆野町新・学校給食センター(仮称)建設工事
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床

巾木

壁

天井

備考

仕　　上

1階　和え物調理室

甲板：御影石ｔ25
ライニング：LGS65下地耐水合板t15
　　　　　　メラミン不燃板ｔ3張り

LGS下地GB-R t12.5ノ上 
化粧ケイカル板A接着張りｔ6.0

LGS下地 化粧ケイカル板A張りｔ6.0

特殊VS(NC)防滑/耐熱：t2.5
特殊防滑性ビニル床シートNC

特殊ＶＳ巾木　H180
巻上げ工法R20/±Ÿ–±›∏fiŸ 

壁コーナー：樹脂既製品
60X60 R10面 H1500

壁コーナー：樹脂既製品
60X60 R10面 H1500

壁コーナー：樹脂既製品
60X60 R10面 H1500

壁コーナー：樹脂既製品
60X60 R10面 H1500

壁コーナー：樹脂既製品
60X60 R10面 H1500

壁コーナー：樹脂既製品
60X60 R10面 H1500 イ イ

ハ ハ

イ' イ'

ハ' ハ'

イ'' イ''

ハ'' ハ''

ロ

ロ
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二二'
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〔調理室 展開キープラン〕

巾木下地：GB-Rt12.5

巾木下地：GB-Rt12.5

巾木下地：GB-Rt12.5

巾木下地：GB-Rt12.5 巾木下地：GB-Rt12.5


